
　今年度の弊誌の特集は、「読解力の育成」「定期考査の廃止」「非認知能
力の育成」「自己調整学習」といった、そう遠くない未来に、多くの学校
において話題や課題に上がると思われるテーマを取り上げてまいりまし
た。ただ、それらはいずれも、生徒にとって学校という場や学びの機会
が保障されている前提でお伝えしてきたものです。
　しかしながら、現在の日本の学校教育においては、生徒の学びの機会
の保障が危ぶまれる事態が生じています。そのレベルは、学校や地域全
体に及ぶものから個々の生徒の中で起きているものまで様々です。そし
て、今号でご紹介する事例の学校等が置かれている状況や環境が読者の
先生のご勤務校と異なる場合、一見すると、本特集のテーマはご自身と
は関係の薄いものだと思われるかもしれません。ただ、事例の各校等が
向き合われている課題は、その規模や影響の範囲の大小に違いはあれど、
本質的には多くの学校で生じている課題、あるいは今後顕在化してくる
可能性のある課題だと思われます。ぜひそうした視点で本特集をお読み
いただき、自校の生徒の学びの機会を今後、どう保障していくのかとい
う問いを考える一助にしていただけますと幸いです。

　  編集部　統括責任者　柏木　崇

  P. 4	 課題整理
	 	現代の高校生の「学びの機会」は
	 	どのような課題に直面しているのか
  P. 8	 現状把握
	 	学びの機会を保障する取り組み・制度
 P. 10	 事例 1　遠隔授業　北海道高等学校遠隔授業配信センター
	 	 小規模校が多様な教科・科目を設置できるよう、
	 	 ＩＣＴを活用し、リアルタイムに授業を配信
P. 13 	 事例 2　定時制　宮城県・仙台市立仙台大

たい

志
し

高校
	 	 生徒の入学動機、学習歴、学びの特性を理解し、
	 	 安全・安心な学習の場をつくる
 P. 16	 事例 3　通信制　岡山県・私立岡山理科大学附属高校通信制課程
	 	 生徒が学び方を選んで学ぶ環境を整備し、
	 	 自分のペースで自立できるよう、生徒を支援
	 P. 19	 事例 4　地域連携　HAMADA教育魅力化コンソーシアム
	 	 学校と地域、そして学校同士がつながり、
	 	 各校が教育活動を充実させる
	 P. 22	事例 5　地域連携　宮崎県立高千穂高校
	 	 地域の教育資源を生かした学校魅力化を
	 	 ３町と県立高校が協働して推進
	 P. 25	 本特集を振り返って　
	 	 社会のシステムの一環として、学校が社会とつながり、
	 	 多様な生徒の学びを保障する
	 	 福井大学連合教職大学院　教授、独立行政法人教職員支援機構　フェロー　中森一郎
	 	 編集部　統括責任者　柏木　崇
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徒
は
、
様
々
な
入
学
動
機
や
学
習
歴
、
興
味
・
関
心
、

希
望
進
路
を
持
っ
て
高
校
に
入
学
す
る
。
ま
た
、
日
本

各
地
で
人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が

生
活
す
る
環
境
や
、
生
徒
が
通
う
学
校
の
置
か
れ
た
状
況
、
学

校
が
所
在
す
る
地
域
の
教
育
資
源
は
一
様
で
は
な
い
の
が
現
状

だ
。
さ
ら
に
、
教
育
課
程
の
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
学

習
指
導
要
領
や
、
求
め
ら
れ
る
教
師
の
あ
り
方
、
学
校
が
整
備

す
べ
き
学
習
環
境
な
ど
も
ま
た
、
社
会
の
状
況
に
応
じ
て
変
容

し
て
き
た
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
学

び
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
に
、
今
、
学
校
に
は
何
が
求
め
ら

れ
る
の
か
。「
学
校
の
小
規
模
化
」「
生
徒
の
多
様
化
」「
探
究

学
習
等
の
学
び
の
充
実
」
の
課
題
に
先
進
的
に
取
り
組
む
事
例

を
通
し
て
考
え
る
。

先
生
方
と
と
も
に

考
え
た
い「
問
い
」

生
徒
の
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
に
、

自
校
は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

生

※『VIEW next』高校版・次年度誌面に関する読者アンケート 2023・2024 年度、『VIEW next』高校版読者モニ
ターアンケートを基に編集部で作成。

人口が減少している地域では、
高校入試での競争がなくなり、

中学生にとって学習するインセンティ
ブが少ない。コミュニティーの同質化
が進んだ結果、学びに価値を見いだせ
ない保護者が増えている。さらに、良
質な私立学校や学習塾、大学等の教育
資源は都市部に集中している。教育環
境は悪化する一方だ。　　（千葉県・公立）

現任校のある地域は、子どもの
数が減り続けている。今後、学

級数がさらに減り、教師の数も減れ
ば、学校行事等の維持が難しくなるだ
ろう。教師１人あたりの仕事量が増え
ることで、授業研究等にも影響が出る。
それらの問題に対応するためには、教
師の配置数の増加が必要だ。

（栃木県・公立）

少子化が進む中で、地域の生徒
や保護者に「選ばれる学校」と

して魅力を高めるヒントや実践例を知
りたい。　　　　　　　　（愛媛県・公立）

目標や目的があって入学してき
た生徒が、思い描いた高校での

学びと実際の学びとのギャップを感じ
て、学ぶ意欲が低下している例が見ら
れる。　　　　　　　　　（静岡県・公立）

不登校の生徒数が増加してい
る。それに加え、オンライン学

習による単位認定がされることも話題
になっている。それらの対応が急務だ
と感じている。　　　　 （三重県・私立）

通信制課程の教師から話を聞
くと、「全日制に行けないから

通信制に行く」という生徒や保護者の
価値観が変わりつつあると感じる。通
信制でも探究学習に取り組み、非認知
能力の育成や自己肯定感の向上に力を
入れている。通信制のそうした取り組
みや心理的安全性の担保といった視点
を、全日制の私たちも学ぶべきだと思
う。　　　　　　　　　　（栃木県・私立）

「総合的な探究の時間」におけ
る活動だけで、探究学習を意味

のある学びにすることは難しい。もっ
と根本から変えなければならないと考
えている。　　　　　　（和歌山県・公立）

自治体を挙げて探究学習に力を
入れている地域もあるが、本校

の近隣には大学がなく、地域に企業も

少ない。どのように地域と連携すれば
よいか考えあぐねている。（福井県・公立）

地域の企業や団体との連携が
あたり前になってきているが、

連携先への依頼や交渉に時間がかかっ
ていて大変だ。他校ではどのように取
り組んでいるのかを知りたい。

（山口県・公立）

学校の小規模化

生徒の多様化

探究学習等の学びの充実

生徒の学びの機会を保障することについて
学校現場の課題感
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子
ど
も
の
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

２
０
１
０
年
は
約
１
２
１
万
人
だ
っ
た
15
歳

人
口
は
、
23
年
に
約
１
０
８
万
人
ま
で
減
少

し
、
29
年
に
は
１
０
０
万
人
を
割
り
込
む
見

通
し
で
、
38
年
に
は
約
74
万
人
ま
で
減
少
す

る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
だ
（
図
１
）。

　
高
校
に
在
籍
す
る
生
徒
数
も
減
少
し
て
い

る
（
図
２
）。
そ
の
た
め
、
各
自
治
体
で
は
、

公
立
高
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す

る
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
既
に
多

く
の
地
域
で
高
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い

る
。
23
年
に
は
、
約
29
％
の
市
区
町
村
に
お

い
て
公
立
高
校
の
立
地
が
「
０
」、
約
35
％

の
市
区
町
村
に
お
い
て
、「
１
」
と
な
っ
て

い
る
（
＊
１
）。
中
で
も
北
海
道
は
、
公
立

高
校
の
立
地
が
「
０
」
ま
た
は
「
１
」
の
市

区
町
村
の
割
合
が
83
・
８
％
を
占
め
て
い
る
。

　
１
９
９
０
年
か
ら
の
約
30
年
間
で
、
高
校

数
は
全
国
で
約
７
０
０
も
減
少
し
た
が
、
そ

れ
で
も
生
徒
数
の
減
少
の
ペ
ー
ス
に
比
べ
る

と
、
高
校
数
の
減
少
の
ペ
ー
ス
は
や
や
緩
や

か
と
言
え
る
（
図
２
）。
そ
の
分
、
着
実
に

進
行
し
て
い
る
の
が
、
学
校
の
小
規
模
化
だ

（
図
３
）。
１
９
９
１
年
度
か
ら
の
30
年
間
で
、

19
学
級
以
上
の
高
校
の
割
合
は
約
64
％
か
ら

約
34
％
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
一
方
で

６
学
級
以
下
の
高
校
の
割
合
は
30
年
間
で

２・５
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　
24
年
12
月
に
公
開
さ
れ
た
文
部
科
学
省

「
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
の
「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」（
以

下
、「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」）
に
お
い
て
も
、

少
子
化
が
加
速
す
る
中
、
公
立
高
校
の
適
正

配
置
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
校
の
教

育
条
件
の
改
善
が
国
の
重
要
課
題
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
、
ク
ラ
ブ
活
動

や
部
活
動
の
種
類
が
限
定
さ
れ
る
、
教
師
の

加
配
な
し
に
は
習
熟
度
別
指
導
な
ど
の
ク
ラ

ス
の
枠
を
超
え
た
多
様
な
指
導
形
態
が
取
り

に
く
い
、
そ
し
て
、
配
置
で
き
る
教
師
の
数

が
限
ら
れ
る
た
め
、
生
徒
が
履
修
で
き
る
科

目
が
限
ら
れ
る
…
…
学
級
数
が
少
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
、
様
々
な
学
校
運
営
上
の
問
題
が

生
じ
る
。「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」
で
は
、

そ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
と
し
て
、
遠
隔
授
業
の
活
用
や
学
校
間
連

携
な
ど
を
例
示
し
て
い
る
。
生
徒
が
履
修
で

き
る
教
科
・
科
目
等
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
は
、
生
徒
の
多
様
な
興
味
・
関
心
や
学
習

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
希
望
進
路
を
実
現
す
る
上

で
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
複
数
の

高
校
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
興
味・

関
心
に
応
じ
た
多
様
な
探
究
学
習
を
実
施
す

る
取
り
組
み
も
、
少
子
化
が
加
速
す
る
地
域

の
高
校
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
義
を
持
っ
て

い
る
。

　「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」
で
は
、
高
校
は

地
方
創
生
の
核
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
学
校

の
存
続
は
地
域
の
存
続
に
も
か
か
わ
る
重
要

な
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
小
規
模

校
の
教
育
力
の
最
大
化
と
教
育
条
件
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
、
国
や
自
治
体
、
そ
し
て
学

校
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

＊１　文部科学省「学校基本調査」

現
代
の
高
校
生
の「
学
び
の
機
会
」は

ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か

中
学
校
を
卒
業
し
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
生
徒
が
高
校
に
進
学
し
て
い
る
中
で
、
15
歳
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

学
級
数
の
減
少
な
ど
、
生
徒
の
学
び
の
機
会
の
維
持
が
困
難
な
地
域
が
既
に
発
生
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
の
入
学
動
機
や
学
習
歴
、
進
路
な
ど
は
多
様
化
し
て
お
り
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
対
応
・
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
、
生
徒
の
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
上
で
直
面
し
て
い
る
課
題
を
整
理
す
る
。

課題整理

学
級
数
の
少
な
い
学
校
で
は
、

学
校
運
営
上
の
様
々
な
問
題
が
表
面
化

学
校
の
小
規
模
化

課
題

1
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15歳人口の推移図1

高校の学校規模の変遷（全日制、公立、本校のみ）図３

1991年度

2001年度

2011年度

2021年度

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

※単位以下を四捨五入等により、合計が 100％にならない場合がある。　※文部科学省「学校基本調査」

高校数と高校の生徒数の推移図２

※学校数、生徒数は、いずれも国立・公立・私立学校（全日制・定時制）、中等教育学校後期課程（1999 年度以降）の合計値（専攻科、別科の生徒数を含む）。
※文部科学省「学校基本調査」

※文部科学省「第15回高等学校教育の在り方ワーキンググループ参考資料３」　※各年、前年 10月～当年９月時点での人口を集計。
※2008年から2023年までは、総務省人口推計の年齢別人口より、2024年から 2038年までは、総務省人口推計の年齢別人口（2023 年10月１日時点）2023 年
資料より算出。
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生徒数（千人） 学校数（校）

（
年
）

（
年
）

生徒数
学校数

0.6
3.7 13.4 17.9 23.8 26.3 14.2

1.2
6.0 17.4 26.7 29.2 17.3 2.0

2.6 6.8 19.8 30.8 31.5 8.0 0.5

4.0 6.9 21.3 33.5 26.9 7.0 0.2

３学級以下
４～６学級

７～12学級 13～18 学級 19～24 学級 25～30 学級 31学級以上

2010年
約121万人

2023年
約108万人 2029年

約99万人

2038年
約74万人

1988年度
（学校数がピーク）
学校数：5,512校

生徒数：553万3,000人

1989年度
（生徒数がピーク）
学校数：5,511校

生徒数：564万4,000人

2023年度
学校数：4,848校

2023年度
生徒数：293万4,000人

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集
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高校で、知的発達に遅れはないものの、
学習面または行動面で著しい困難を示すとされた
生徒数の割合（学級担任回答）

図５
不登校児童生徒数の推移図４

知的発達に遅れはないものの、学習面または行動面で
著しい困難を示すとされた生徒が、校内委員会におい
て現在、特別な教育的支援が必要と判断されているか

図６

　
現
在
、
高
校
へ
の
進
学
率
は
約
99
％
に
達

し
て
い
る
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
入
学
動
機

や
興
味
・
関
心
、
学
習
意
欲
や
希
望
進
路
、

そ
し
て
小
・
中
学
校
で
の
学
習
歴
や
生
活
環

境
な
ど
は
極
め
て
多
様
だ
。

　
し
か
し
、
学
校
の
立
地
や
リ
ソ
ー
ス
な
ど

に
伴
う
制
約
に
よ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
切
れ
て
い
な
い
面

も
あ
る
の
が
実
情
だ
ろ
う
。
特
に
近
年
は
、

中
学
校
段
階
ま
で
に
不
登
校
を
経
験
し
た
生

徒
が
増
加
し
て
い
る
（
図
４
）。
23
年
度
は
、

小
・
中
学
校
で
約
35
万
人
の
児
童
生
徒
が
、

高
校
で
は
約
６
万
８
０
０
０
人
の
生
徒
が
不

登
校
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
学
校
種
で

も
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
（
＊
２
）。
そ

う
し
た
生
徒
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
は
、
高
校
現
場
に
と
っ
て
も
重
要
な
課

題
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
知
的
な
発
達
に
遅
れ
は
な
い
も
の

の
、
学
習
面
や
行
動
面
で
著
し
い
困
難
を
抱

え
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
が
、

通
常
の
学
級
に
お
い
て
も
一
定
数
在
籍
し
て

お
り
、
そ
う
し
た
生
徒
の
支
援
は
、
授
業
だ

け
で
な
く
、
学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
教
師
は
少
な
く
な
い
（
図

５
）。
学
校
全
体
で
生
徒
を
支
援
す
る
た
め

に
は
、
校
内
委
員
会
を
設
置
し
、
生
徒
の
実

態
把
握
や
支
援
内
容
の
検
討
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
は
各
校
に
整

い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
該
当
生
徒
が
十
分
な

支
援
を
受
け
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
現

状
だ
（
図
６
）。

　
生
徒
の
多
様
な
能
力
や
適
性
、
興
味
・
関

心
な
ど
に
応
じ
た
学
び
を
実
現
す
る
場
と
し

て
近
年
、
存
在
感
を
高
め
て
い
る
の
が
、
多

様
な
学
習
ス
タ
イ
ル
を
可
能
と
す
る
定
時
制

課
程
や
通
信
制
課
程
だ
。
特
に
、
通
信
制
課

程
に
在
籍
す
る
生
徒
数
は
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。

　「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」
で
は
、
全
日
制・

定
時
制
課
程
の
不
登
校
生
徒
の
学
習
機
会
の

確
保
の
た
め
の
遠
隔
授
業
及
び
通
信
教
育
の

活
用
が
提
言
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
体
制・

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
の
あ
り
方
や
学
校
・
課
程
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
校
内
外
と
の
柔
軟
な
連
携
に
よ
っ

て
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

推定値（95％信頼区間）

学習面または行動面で著しい困難を示す 2.2% (1.7% ～ 2.8%) 

学習面で著しい困難を示す 1.3%（0.9% ～1.7%)

行動面で著しい困難を示す 1.4%（1.0% ～1.9%)

学習面と行動面ともに著しい困難を示す 0.5%（0.3% ～ 0.7%)

※「学習面で著しい困難を示す」とは、「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推
論する」の１つ、あるいは複数で著しい困難を示す場合を指す。「行動面で著しい
困難を示す」とは、「不注意」「多動性・衝動性」、あるいは「対人関係やこだわり
等」について１つ、あるいは複数で問題を著しく示す場合を指す。

※文部科学省　2022 年「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする
児童生徒に関する調査結果について」

推定値（95％信頼区間）

必要と判断されている 20.3%（10.3% ～ 36.1%）

必要と判断されていない 79.0%（55.0% ～ 92.0%)

不明 0.7%（0.3% ～1.9%)

※文部科学省　2022 年「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする
児童生徒に関する調査結果について」

※文部科学省　令和 5 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸
課題に関する調査結果概要
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小学校130,370人

中学校216,112人

＊２　文部科学省　令和 5 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果概要

不
登
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の
経
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大
き
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課
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に
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の
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様
化

課
題
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探究学習で設定する課題（１年生）図７

探究学習の効果として手応えを感じていること・
今後力を入れたいこと（学校の変化）図８

　「
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
に
お
け
る
議
論
の
中
で
、
新
し

い
時
代
に
対
応
し
た
高
校
教
育
の
あ
り
方
の

１
つ
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
高
等

教
育
機
関
や
地
域
社
会
等
の
関
係
機
関
と
連

携
・
協
働
し
た
高
度
な
学
び
だ
。
高
校
段
階

で
は
、
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必

要
な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
や
、
社
会
の

形
成
に
主
体
的
に
参
画
す
る
た
め
の
資
質
・

能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
実
現
に

向
け
て
は
、
地
方
公
共
団
体
や
企
業
、
大
学

※数値は調査の有効回収数（722校）に対する割合。

※ベネッセコーポレーション教育情報センター　2024年度「新課程及び教育活動全般に
関する調査」

※数値は調査の有効回収数（722校）に対する割合。

※ベネッセコーポレーション教育情報センター　2024年度「新課程及び教育活動全般に
関する調査」

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地

域
・
社
会
の
問
題
解
決
に
向
け
た
探
究
学
習
、

教
科
等
横
断
的
な
学
び
の
場
が
必
要
だ
。

　
そ
う
し
た
学
び
の
中
核
を
担
う
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
に
お
い
て
、
身
近
な
地
域・

自
治
体
に
関
す
る
こ
と
が
、
特
に
１
年
生
の

探
究
学
習
の
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
（
図
７
）。
ま
た
、
教
師
自
身

も
、
探
究
学
習
を
通
し
た
地
域
と
の
連
携
強

化
に
、
手
応
え
を
感
じ
た
り
、
今
後
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
た
り
し
て
い
る
（
図
８
）。

　
近
年
、
各
校
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
を
構
築

し
た
り
、
複
数
の
高
校
が
連
携
・
協
働
し
て

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
共
有
し
た
り
す

る
事
例
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
地
域

連
携
の
充
実
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
子
化
や
人
口
減
少
な
ど
で
社
会
構
造
が

変
化
す
る
中
、
魅
力
的
で
質
の
高
い
学
校
教

育
を
、
地
方
や
小
規
模
の
高
校
に
お
い
て
も

実
現
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
多
様
な

人
材
が
学
校
教
育
に
か
か
わ
り
、
協
働
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「学校の小規模化」「生徒の多様化」「探究学習
等の学びの充実」という３つの課題に対応し、
生徒の学びの機会を保障する取り組み・仕組
みとして、「遠隔授業」「定時制」「通信制」「地
域連携」について見ていく。

現状把握は P.8／事例は P.10より

個人の興味・関心のあること
身近な地域・自治体など

進路・キャリア
SDGs

日本の社会問題
教科・科目と関連づけた内容

理数
修学旅行先
学校改善
平和学習

設定していない
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手応えを
感じていること

■
今後力を
入れたいこと

社
会
に
開
か
れ
た
学
び
を

い
か
に
し
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実
現
す
る
か

探
究
学
習
等
の
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び
の
充
実

課
題
3

生徒の学びの機会をどう保障するか？
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学びの機会を保障　  する取り組み・制度
 生徒の入学動機や学習歴、自分に合う学び方や希望進路などが多様化し、中学校までに不登校を経験した生 　　　  徒の数が増加するなど、教師には、これまで以上に生徒一人ひとりのニーズに向き合うことが求められている。

 少子化により、高校をそれまでの規模で維持することが困難になる地域が全国的に発生するなど、学校を取り     　　　巻く環境が厳しくなる中、多様な生徒の学びの機会の保障につながっている取り組み・制度の現状を確認する。

地域連携

定時制

育てたい生徒像を地域とともに描き、教育活動を推進

勤労青年の学びの場から、学び直し・自立支援の場に

　「社会に開かれた教育課程」や探究学習は、学校や教師だけで実現するもの
ではない。特に、配置できる教師の数が限られる小規模校では、コミュニティ・
スクールの導入（全国の公立高校の37％が導入＊1）や専門知を有するコーディネー
ターの配置など、地域社会との連携・協働が求められる。
　高校が自治体、高等教育機関、産業界等との協働により、高校生と地域課題
のマッチングを効果的に行うためのコンソーシアムを構築し、地域の問題の解決
等に挑む探究的な学びを実現する取り組みを推進することで、地域振興の核とし
ての高校の機能強化を図るケースもある。また、地域住民、保護者、企業、団
体などから幅広い参画を得ながら、生徒に育みたい資質・能力を共有し、双方向
の連携・協働に取り組む地域学校協働本部（全国の公立高校の19％をカバー＊1）
も注目されている（右図）。
　ただ、そうした活動の実現にはコーディネート機能の拡充が求められているが、
「雇用にかかる経費負担」「コーディネーターの職務が不明確」「学校や行政にお
けるコーディネーターの役割に対する理解が不十分」といった課題（＊2）もある。

　かつて定時制課程は、就業等のために全日制課程に進学できない生徒に高校
教育の機会を提供するものとして制度化され、その役割を果たしてきた。近年は
社会の変化に伴い、働きながら学ぶ生徒の数が減少する一方で、全日制課程を
中途退学した生徒や、中学校までに不登校を経験した生徒など、様々な入学動
機や学習歴を持つ生徒が多く入学するようになった。17年度の調査（＊1）では、
「小・中学校及び前籍校における不登校経験がある生徒」は、定時制課程にお
いて39.1％となっている。
　従来、定時制課程の修業年限は原則「４年以上」であったが、履修上無理が
なければ、全日制課程と同様、３年での卒業が認められる。近年、午前・午後・
夜間の部の３部制を設ける昼夜間定時制高校が増加しており、午前の部に在籍
する生徒が午後の部の一部を履修することなどにより、３年間で卒業が可能と
なっている。定時制課程は、全日制課程に比べ、学習時間や時期、方法などを
自分のペースに合わせて選択できることから、学習上の困難を抱える生徒の学び
直しや自立支援などの面でも期待されている（右図）。

※文部科学省　2019年度「地域との協働による高等学校教育改
革推進事業」PDCAサイクル構築のための調査研究「高校と地域
をつなぐ人材の在り方に関する研究会」報告書

＊1　文部科学省　令和６年度コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査（概要）
＊2　文部科学省　2019年度「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」PDCAサイクル構築
のための調査研究「高校と地域をつなぐ人材の在り方に関する研究会」報告書

＊1　文部科学省平成29年度委託調査研究報告書「定時制・通信制高等学校における教育の質の確
保のための調査研究」 P.13で事例を紹介

P.19、P.22で事例を紹介

定時制課程の特徴例図

高校と地域をつなぐ
コーディネート機能の位置づけ図

昼夜間２部制の定時制で、１部に在籍してい
る生徒が、２部で開設される科目を履修でき
る場合、３年間で卒業が可能に。また、生徒
の生活パターン等に合わせた科目の履修も可
能。

単位制や総合学科を置く定時制では、生徒が
自分の進路や興味・関心などに応じて履修科
目を選べるよう、選択科目を充実させている
ところもある。

細かな校則を設けたり、制服を指定したりせ
ず、一般社会で求められるルールやマナーを
守ることを生徒に求める定時制も少なくない。

高校における
コーディネート機能

協働体制におけるコーディネート機能

地域における
コーディネート機能

•地域社会とかかわる教育課
程の企画・運営・⽀援

•地域側との連絡調整・情報
提供

•学校への地域資源の活⽤
•地域系部活動等の教育課
程外の地域探究や活動の
⽀援

•地域との連携・協働に係る
研修の企画・実施　など

•組織体制の構築・運営（ビジョン・計画づくり、事業・会議の運営等）
•外部資源獲得（ふるさと納税、寄附等）
•⼤学・⺠間企業等との連携・協働　など

•地域資源（人・もの・こと・
課題等）の掘り起し

•学校側との連絡調整・情報
提供

•学校外での高校生を含む活
動の企画・⽀援

•地域留学等新しい人の流れを
つくる企画・調整（下宿等含む）

•卒業生とのつながり構築や
活動⽀援　など

8 高校版  2025 January

0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 8 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

12/24
引寺

再
念
校

12/26
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P08-09_view-next-koukou-1g.indd   8P08-09_view-next-koukou-1g.indd   8 2024/12/27   9:402024/12/27   9:40



学びの機会を保障　  する取り組み・制度現状把握

 生徒の入学動機や学習歴、自分に合う学び方や希望進路などが多様化し、中学校までに不登校を経験した生 　　　  徒の数が増加するなど、教師には、これまで以上に生徒一人ひとりのニーズに向き合うことが求められている。
 少子化により、高校をそれまでの規模で維持することが困難になる地域が全国的に発生するなど、学校を取り     　　　巻く環境が厳しくなる中、多様な生徒の学びの機会の保障につながっている取り組み・制度の現状を確認する。

通信制

遠隔授業

インターネットの利点を生かした教育で、生徒数、学校数ともに増加

生徒の履修科目や不登校生徒の学び方の選択肢を拡大

　通信制課程は、通信手段を主体とし、生徒が自宅などで個別に自学自習する
こととして、レポート（添削指導）・スクーリング（面接指導）・テスト（試験）な
どの方法により教育を実施し、ホームルーム活動や学校行事といった特別活動
も行われている。定時制課程同様、不登校を経験した生徒や全日制の学びが合
わなくなった生徒の学びの場として注目されている。2005年の高校生全体に占
める通信制課程の生徒の割合は4.8％であったが、24年には9.1％を占めるまで
になった（右図）。学校数も、175校（05年）から303校（24年）にまで増加（＊1）。
近年は、週1日以上通学して学ぶ「通学コース」で学ぶ生徒が増えている。
　インターネット環境を活用して、小・中学校の学習内容の学び直しから国内・
海外の大学受験対策、さらにはプログラミングや職業体験、起業家の指導・助
言を受けられる問題解決型学習など、多様な学習コンテンツを用意し、従来の
学びに飽き足らない生徒が主体的に通信制課程を選択するケースも増えているよ
うだ。だが、一部の通信制高校には、レポートやスクーリング、テストの内容が
高校教育としてふさわしいとは言えないものが見られ、質の確保・向上を一層図っ
ていくことが求められている（＊1）。

　2015年４月から、全日制・定時制課程の高校において、対面により行う授業
と同等の教育効果があると認められる場合、受信側に当該教科の免許状を持っ
た教師がいなくても、同時双方向型の遠隔授業が可能になった。相当免許状を
有する教師が少ない科目や、小規模校における幅広い選択科目について遠隔授
業を行うことで生徒の学習機会の充実を図ることがねらいだ。また、24年度か
らは、不登校の生徒が自宅などで同時双方向型の遠隔授業を受けた場合でも単
位の修得が可能になった。現在、遠隔授業は、卒業までに修得を要する単位数
（74単位）のほぼ半分にあたる36単位を上限（＊1）として認められている。
　文部科学省は、「COREハイスクール・ネットワーク構想」において、複数の
小規模高校と都市部の高校が教育課程を共通化し、同時双方向型の遠隔授業
を行う調査研究を23年度まで実施し、その成果や課題を分析した。それによる
と生徒は、遠隔授業に対して肯定的な評価をしており（右図）、教師も同様だった。
一方で、画面を通じた学習活動が中心となるため、生徒の集中力が途切れやす
いといった課題も明らかにしている（＊2）。

＊1 病室等において病気療養中の生徒等に対して遠隔授業を行う場合には、単位数上限の算定には
含めない。
＊2 令和５年度 文部科学省委託事業 「COREハイスクール・ネットワーク構想における小規模高等学
校ネットワークモデルに関する調査研究」最終報告書

＊1 文部科学省「通信制高等学校の現状と文部科学省の取組について」

※令和５年度  文部科学省委託事業「COREハイスクール・
ネットワーク構想における小規模高等学校ネットワークモデ
ルに関する調査研究」最終報告書

※文部科学省「学校基本調査」

「COREハイスクール・ネットワーク構想」の同時双
方向型の遠隔授業では、44.4%の生徒が遠隔授業と
通常の授業について、「どちらも変わらない」と回答。
対面授業と比較して一定の制約があるにもかかわら
ず、「遠隔授業の方がよく理解できる」「遠隔授業の
方がどちらかといえば理解できる」とする回答も
20%を超えた。

P.10で事例を紹介

P.16で事例を紹介

通信制課程で学ぶ高校生図

遠隔授業について、通常の授業（対
面授業）と比べてどう思うか図

遠隔授業の方が
よく理解できる

普通の授業の方が
よく理解できる

どちらも
変わらない

遠隔授業の方がどちら
かといえば理解できる

普通の授業の方がどちら
かといえば理解できる

10.0 10.9 44.4 13.221.5
（％）

全日制・定時制
289万8415人

高校生の11人に1人は
通信制で学んでいる

通信制
29万118人
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面
積
が
広
大
な
北
海
道
は
、
学
校
間
の
距

離
が
あ
る
た
め
、
統
廃
合
が
難
し
く
、
高
校

が
小
規
模
化
し
や
す
い
。
実
際
、
道
立
の
全

日
制
高
校
１
８
８
校
の
う
ち
、
約
３
割
が
１

学
年
１
学
級
だ
。
小
規
模
校
は
教
職
員
数
が

少
な
い
た
め
、設
置
で
き
る
教
科
・
科
目
が
限

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
進
学
を
目
指
す
生

徒
の
中
に
は
、
都
市
部
の
高
校
に
進
学
せ
ざ

る
を
得
な
い
者
も
い
た
。
そ
う
し
た
課
題
を

受
け
て
、
北
海
道
教
育
委
員
会
は
２
０
２
１

年
４
月
、小
規
模
校
に
授
業
を
配
信
す
る
「
北

海
道
高
等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
た
。
佐
藤
豊と

よ

記き

次
長
は
こ
う
語
る
。

　「
小
規
模
校
に
進
学
し
た
生
徒
も
、自
ら
の

可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、希
望
進
路
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、授
業
を
配

信
し
て
い
ま
す
。多
様
で
質
の
高
い
授
業
を

提
供
す
る
こ
と
は
、都
市
部
へ
の
生
徒
の
流

出
を
防
ぎ
、地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材

を
育
て
る
点
で
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
セ
ン
タ
ー
は
高
性
能
カ
メ
ラ
や
マ
イ

ク
、
モ
ニ
タ
ー
な
ど
、
様
々
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
備
え
、
教
師
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル

を
活
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
授
業
を
配
信

し
て
い
る
（
写
真
１
・
2
）。
受
信
校
の
教

室
に
も
大
型
モ
ニ
タ
ー
や
マ
イ
ク
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
は
画
面
越
し
に
同
セ

ン
タ
ー
の
教
師
と
や
り
取
り
を
す
る
。
生
徒

は
１
人
ず
つ
端
末
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
教

材
な
ど
の
受
送
信
は
各
自
の
端
末
で
行
う
。

例
え
ば
、
教
師
が
送
信
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
リ

ン
ト
に
、
生
徒
が
端
末
上
で
取
り
組
ん
だ
場

合
、
生
徒
が
端
末
の
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
に

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ
チ
ー
フ

山
本
龍 

や
ま
も
と
・
り
ょ
う

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
英
語

科
。

次
長佐藤

豊
記 

さ
と
う
・
と
よ
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
地

理
歴
史
・
公
民
科
。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

飯
嶋
め
ぐ
み 

い
い
じ
ま
・
め
ぐ
み

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
理
科

（
化
学
）。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

加
藤
将
司 

か
と
う
・
し
ょ
う
じ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
英

語
科
。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

千
葉
康
平 

ち
ば
・
こ
う
へ
い

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

大
島
恵
子

お
お
し
ま
・
け
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
数
学

科
。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

小
上
泰
弘 

こ
じ
ょ
う
・
や
す
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
国
語

科
。

設
立
　
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
　

所
在
地
　
北
海
道
札
幌
市
（
北
海
道
有
朋
高
校
内
）

教
師
数
　
25
人
（
セ
ン
タ—

長
１
人
、
次
長
１
人
、
国
語

科
１
人
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
３
人
、
数
学
科
７
人
、
理

科
３
人
、
外
国
語
科
５
人
、
芸
術
科
３
人
、
情
報
科
１
人
）

セ
ン
タ
ー
概
要

小
規
模
校
が
多
様
な
教
科・
科
目
を
設
置
で
き
る
よ
う
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
授
業
を
配
信

北
海
道
高
等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー

北
海
道
教
育
委
員
会
は
２
０
２
１
年
４
月
、「
北
海
道
高
等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー
」（
通
称
Ｔ
─

ｂ
ａ
ｓ
ｅ
。＊
１
）
を
開
設
し
、小
規
模
校
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
授
業
の
配
信
を
始
め
た
。
受
信
校
の
生
徒
と
信
頼
関
係
を
築
く
機
会
は
授
業
時
の
み
が
基
本
と
な
る
中
、
授
業
づ
く
り
に
最
大
限
、
時
間
を
割
こ
う
と
、

同
セ
ン
タ
ー
は
業
務
の
精
選
・
効
率
化
を
徹
底
。
教
師
は
新
た
な
試
み
に
も
挑
戦
し
、
互
い
に
学
び
合
い
な
が
ら
、
授
業
を
日
々
進
化
さ
せ
て
い
る
。

遠隔授業

事例 1

遠隔授業の現状について
P.９で解説

ど
の
地
域
に
住
む
生
徒
に
も
、

希
望
進
路
の
実
現
を
支
援
し
た
い

＊１　T-baseの由来は、T
•

ele T
•

eaching（遠隔授業を）、T
•

ied T
•

riangle（同センター、受信校、教育委員会の三者がしっかりと結びついて）、T
•

onnden base（屯田［同
センターの所在地］から発信する拠点）である。
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入
力
し
て
い
る
画
面
を
、
教
師
は
モ
ニ
タ
ー

で
見
な
が
ら
、
適
宜
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
。

　
配
信
教
科
・
科
目
は
受
信
校
の
希
望
に
応

じ
て
設
定
さ
れ
、
24
年
度
は
保
健
体
育
と

美
術
、
家
庭
以
外
の
８
教
科
29
科
目
で
、
週

２
５
０
時
間
に
上
っ
た
（
図
１
）。
国
語
、

数
学
、
英
語
は
習
熟
度
別
授
業
の
希
望
が
多

く
、
主
に
大
学
進
学
を
目
指
す
生
徒
向
け
の

授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
１
コ
マ
は
50
分
間

で
、
授
業
開
始
時
刻
は
全
受
信
校
で
統
一
し
、

午
前
は
毎
時
50
分
、
午
後
は
毎
時
25
分
だ
。

受
信
校
で
は
、
授
業
に
教
師
ま
た
は
学
習
支

援
員
が
立
ち
会
い
、
生
徒
を
支
援
し
て
い
る
。

　
な
お
、
遠
隔
授
業
の
単
位
認
定
の
要
件
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
教
師
は
担
当
の
受
信
校
を

年
２
回
訪
れ
、
対
面
授
業
を
行
う
。
ま
た
、

学
習
評
価
は
受
信
校
の
内
規
に
沿
っ
て
行
う

た
め
、
同
じ
科
目
で
も
評
価
方
法
が
学
校
に

よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
定
期
考
査
は

受
信
校
の
試
験
日
程
に
合
わ
せ
て
実
施
し
、

単
元
テ
ス
ト
は
実
施
日
を
事
前
に
生
徒
に
伝

え
た
上
で
授
業
時
間
内
に
行
う
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
授
業
を
担
当
す
る
教
師
は

23
人
で
、
受
信
校
の
生
徒
に
よ
り
よ
い
授
業

を
届
け
よ
う
と
、
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
英
語
の
授
業
で
は
、
集
音
マ
イ
ク
で
は
生

徒
個
々
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
い
う
問

題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
メ
タ
バ
ー

ス
の
空
間
に
入
り
、
各
自
の
端
末
の
マ
イ
ク

を
使
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
取
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
化
学
の
授
業
で
は
、
普
通
教
室
で
も
実
施

で
き
る
、
色
の
変
化
を
見
取
る
実
験
を
考
案
。

実
験
で
使
う
材
料
は
、
対
面
授
業
で
受
信
校

を
訪
れ
た
時
に
担
当
教
師
に
預
け
、
遠
隔
授

業
で
実
験
を
行
う
際
に
生
徒
に
渡
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
日
本
史
探
究
」
を
担
当
す
る
千
葉
康こ

う
へ
い平

先
生
は
、
受
信
校
の
所
在
地
の
歴
史
を
踏
ま

え
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　「
受
信
校
が
沖
縄
に
修
学
旅
行
に
行
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
受
信
校
が
所
在
す
る
地

域
の
戦
争
に
関
す
る
歴
史
に
触
れ
、
住
民
と

し
て
戦
争
の
遺
産
と
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い

か
を
考
え
て
み
よ
う
と
問
い
か
け
ま
し
た
」

　
受
信
校
の
生
徒
は
画
面
越
し
に
教
師
を
見

る
こ
と
に
な
る
点
に
留
意
し
て
行
動
し
て
い

る
と
、
数
学
科
の
大
島
恵
子
先
生
は
語
る
。

　「
例
え
ば
、
教
科
書
を
持
つ
手
の
位
置
を

カ
メ
ラ
の
画
角
に
入
る
高
さ
に
上
げ
て
、
今

何
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
次
に
何
を
行

う
の
か
が
、
視
覚
的
に
も
生
徒
に
伝
わ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
と
の
関
係
づ
く
り
も
工
夫
し
て
い

る
。
国
語
科
の
小こ

上じ
ょ
う

泰
弘
先
生
は
、
同
セ
ン

会
う
機
会
が
限
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、

生
徒
と
の
関
係
づ
く
り
を
重
視

配信教科・科目数　8教科29科目／国語（古典探究）、地理歴
史（地理総合、地理探究、歴史総合、日本史探究、世界史探究）、
公民（公共、倫理、政治・経済）、数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、数学Ａ・
Ｂ・Ｃ）、理科（科学と人間生活、物理基礎、物理、化学、生
物基礎、生物）、芸術（音楽Ⅰ、書道Ⅰ）、外国語（英語コミュニケー
ションⅠ・Ⅱ・Ⅲ、論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）、情報（情報Ⅰ）
配信授業数　週250時間

教師1人あたりの授業数　週12時間（最大）、担当校6校（最大）

受信校数　31校（地域連携校29校、離島の協力校2校）

受講生徒数　861人　

受信校の場所　

同センターは札幌市に所在。※同センター資料を基に編集部で作成。

写真２　音が漏れないよ
う、防音パネルで囲んだ個
別ブースは、教師がインター
ネットで資材を探して作成し
た。ブース内のホワイトボー
ドを２面にしたり、教師が
持つ教科書が画角に入るよ
うカメラの位置を調整した
りと、日々工夫している。

写真１　遠隔授業の配信の様子。大きなモニターには受信校の生徒
が、小さなモニターには受信校に配信している画面が映し出されて
いる。背景のグリーンバックでクロマキー合成（＊２）が可能だ。

個別ブース　７室

ブースの中

オープンスペース　６か所

2024年度　遠隔授業の配信状況図１

＊２　映像の一部から特定の色の成分を分離し、そこに別の映像を合成する技術。
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タ
ー
に
赴
任
時
に
、
授
業
以
外
に
接
点
が
な

い
受
信
校
の
生
徒
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
い

て
、
周
り
の
教
師
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
振

り
返
り
シ
ー
ト
の
活
用
を
勧
め
ら
れ
た
。
そ

こ
で
早
速
、
授
業
に
取
り
入
れ
た
。

　「
今
年
度
は
生
徒
に
毎
授
業
、振
り
返
り
を

入
力
さ
せ
て
い
ま
す
が
、私
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
る
か
ら
か
、生
徒
は
毎
回
丁
寧
に
入
力

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。生
徒
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
の
た
め
に
始
め
ま
し
た
が
、生
徒
の

コ
メ
ン
ト
は
私
の
授
業
改
善
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。生
徒
に
と
っ
て
は
自
分
の
理
解
度
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。書
く
頻
度
が
高
い
こ
と
で
、

文
章
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
生
徒
の
学
び
の
た
め
に
受
信
校
の
教
師
と

の
関
係
も
大
切
に
し
て
い
る
と
、
英
語
科
の

加
藤
将し

ょ
う

司じ

先
生
は
語
る
。
　

　「
例
え
ば
、授
業
の
冒
頭
に
行
う
英
会
話
の

ペ
ア
活
動
の
時
に
、受
信
校
の
生
徒
数
が
奇

数
だ
っ
た
場
合
は
、授
業
に
立
ち
会
っ
て
い

る
受
信
校
の
教
師
に『
今
日
は
Ａ
さ
ん
と
組

ん
で
も
ら
え
ま
す
か
』と
、生
徒
と
一
緒
に
活

動
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

受
信
校
の
教
師
か
ら
生
徒
の
様
子
を
聞
い

て
、
授
業
中
の
声
か
け
に
生
か
し
て
い
ま
す
」

　
そ
の
よ
う
に
遠
隔
授
業
で
関
係
性
を
築
い

た
上
で
、
対
面
授
業
で
実
際
に
受
信
校
の
生

徒
や
教
師
に
会
い
、
生
徒
や
学
校
の
状
況
を

把
握
し
て
、
授
業
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
教
師
の
授
業
改
善
を
支
え

て
い
る
の
が
、
業
務
の
精
選
・
効
率
化
と
教

師
間
の
情
報
共
有
、
挑
戦
し
続
け
る
風
土
だ
。

　
会
議
は
危
機
管
理
に
か
か
わ
る
緊
急
時
の

み
に
し
か
行
わ
ず
、
朝
礼
や
職
員
会
議
も
実

施
し
て
い
な
い
。
情
報
は
す
べ
て
チ
ャ
ッ
ト

に
上
げ
、
教
師
の
所
在
を
問
わ
ず
情
報
を
共

有
。
ま
た
、
共
有
で
き
る
情
報
は
す
べ
て
開

示
し
、
職
位
に
よ
っ
て
情
報
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

チ
ー
フ
の
山
本
龍り

ょ
う

先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
実
施
す
る
会
議
を
絞
り
、資
料
は
す
べ
て

デ
ー
タ
で
共
有
す
る
な
ど
、効
率
化
を
図
っ

た
結
果
、前
任
校
と
比
べ
て
授
業
づ
く
り
に

か
け
ら
れ
る
時
間
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

遠
隔
授
業
は
ほ
ぼ
前
例
が
な
い
た
め
、
受
信

校
の
希
望
に
応
え
る
授
業
を
い
か
に
実
現
す

る
か
、
自
分
た
ち
で
答
え
を
創
っ
て
い
ま
す
」

　
誰
も
が
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る

と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
か
ら
在
籍
す
る

大
島
先
生
は
語
る
。

　「
何
事
も
試
し
、
駄
目
な
点
は
改
善
す
る
、

そ
の
繰
り
返
し
で
す
。
授
業
も
教
師
間
で
よ

く
見
合
い
ま
す
。『
ジ
グ
ソ
ー
法
を
用
い
た

授
業
を
し
ま
す
』
な
ど
、
チ
ャ
ッ
ト
に
発
信

さ
れ
た
こ
と
が
気
に
な
れ
ば
授
業
を
見
に
行

き
、
居
合
わ
せ
た
教
師
と
気
づ
き
を
伝
え
合

い（
写
真
３
）、
有
益
な
情
報
は
チ
ャ
ッ
ト
で

共
有
し
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
試
行
錯
誤
し

て
い
る
の
で
、
教
師
間
で
質
問
し
や
す
い
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
」

　
授
業
中
の
機
材
ト
ラ
ブ
ル
は
チ
ャ
ッ
ト
で

状
況
を
伝
え
、
手
の
空
い
て
い
る
教
師
が
か

け
つ
け
て
支
援
す
る
。
ま
た
、
実
現
し
た
い

ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、
ア
プ
リ
の
開
発
企
業

や
デ
ジ
タ
ル
機
材
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
も
よ
く

質
問
・
相
談
し
て
い
る
。
教
師
が
必
要
な
機

材
を
探
し
出
し
、
教
育
委
員
会
に
予
算
交
渉

を
す
る
な
ど
、
よ
り
よ
い
授
業
の
実
現
に
向

け
て
、
様
々
な
手
を
尽
く
し
て
い
る
。

　
受
信
校
の
生
徒
は
学
び
た
い
教
科
・
科
目

を
履
修
で
き
て
い
る
か
ら
か
、真
剣
に
授
業
に

臨
ん
で
い
る
と
、飯
嶋
め
ぐ
み
先
生
は
言
う
。

　「
今
年
度
、
履
修
者
が
少
人
数
の
『
化
学
』

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
週
４
回
あ
る
授
業

を
、
生
徒
は
休
む
こ
と
な
く
出
席
し
て
い
ま

す
。
毎
回
真
剣
に
授
業
を
受
け
て
い
る
生
徒

を
前
に
、
私
は
ど
ん
な
授
業
を
す
れ
ば
、
そ

の
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
考
え
を
巡
ら
せ
、
模
索
し
な
が
ら
授

業
を
進
め
て
い
ま
す
」

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
受
信
校
以
外
の
生
徒
も

無
料
で
受
講
で
き
る
、
長
期
休
業
中
の
講
習

や
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実
施
し
て
い
る
。
遠

隔
授
業
に
関
心
を
持
つ
学
校
や
生
徒
も
増
え

て
い
る
た
め
、
受
講
者
数
は
拡
大
し
続
け
て

い
る
（
図
２
）。

　「
受
信
校
数
は
、
25
年
度
に
は
32
校
に
増

え
る
予
定
で
す
。
規
模
が
拡
大
し
て
も
、
各

校
の
希
望
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
築
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
す
」（
佐
藤
次
長
）

長期休業中の講習：ライブ配信・オンデマンド配信
全道に同時配信、大学入試に対応した発展的な内容。
2024年度春季	 ３日間	 10講座	 延べ578人参加
2024年度夏季	 10日間	 28講座	 延べ758人参加
2024年度冬季	 ８日間	 22講座	 延べ532人参加

進路ガイダンス　
生徒対象７回（入試情報、学習法、公務員セミナーなど）
教師対象８回（入試情報、小論文対策など）

模擬試験の講評　
問題分析、解法の概要、今後の学習ポイント

※同センター資料を基に編集部で作成。

写真３　授業の見学はいつでも可能。担当教科・科目にか
かわらず、機材の使い方や教材の提示の仕方などを気軽
に相談・質問することを通して、ノウハウを共有している。

遠隔での進路支援図２

ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
推
奨
す
る

文
化
が
、授
業
を
よ
り
よ
く
す
る
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仙
台
大
志
高
校
は
Ⅰ
部
（
授
業
時
間
帯
は

朝
か
ら
夕
方
ま
で
）、
Ⅱ
部
（
授
業
時
間
帯

は
昼
休
み
後
か
ら
夜
間
ま
で
）
を
設
置
。
学

年
の
区
別
が
な
い
単
位
制
を
採
用
し
て
い

る
。
入
学
し
た
生
徒
の
中
に
は
、
就
業
等
の

理
由
で
全
日
制
高
校
を
選
ば
な
か
っ
た
生
徒

も
い
る
が
、
近
年
は
多
く
の
定
時
制
高
校
同

様
、
全
日
制
高
校
を
中
途
退
学
し
た
生
徒
や
、

中
学
校
時
代
に
不
登
校
を
経
験
し
た
生
徒
が

増
え
て
い
る
。「
生
徒
の
入
学
動
機
や
学
習

歴
は
多
様
だ
が
、
す
べ
て
の
生
徒
に
自
分
の

将
来
を
実
現
す
る
力
を
育
む
こ
と
が
本
校
の

使
命
」
と
山
田
善
弘
校
長
は
語
る
。

　
同
校
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
地
域
の

人
た
ち
と
接
し
、
社
会
性
や
他
者
と
の
関
係

づ
く
り
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
貢

献
活
動
だ
。
そ
の
１
つ
が
、
自
治
会
（
生
徒

会
）
が
企
画
・
運
営
す
る
「
Ｇ
Ｔ
カ
ル
チ
ャ

ー
」
と
い
う
文
化
交
流
事
業
で
、
教
師
や
自

治
会
の
生
徒
と
、
同
校
が
所
在
す
る
仙
台
市

宮
城
野
区
の
五
輪
地
区
町
内
会
が
協
働
し
、

紅
花
染
め
や
水
引
に
よ
る
小
物
作
り
、
災
害

対
策
講
座
、ヨ
ガ
講
座
な
ど
を
、２
０
１
５
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
24
年
度
は
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
親
子
教
室
を
開
催
し
た
（
P. 
14

写
真
１
）。

　「
生
徒
が
子
ど
も
た
ち
に
ド
ロ
ー
ン
の
操

作
を
教
え
る
様
子
を
見
た
地
域
の
人
た
ち
に

は
、
仙
台
大
志
高
校
が
地
域
の
学
校
だ
と
実

感
し
て
も
ら
え
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
は
ほ
か
に
も
地
域
清
掃
活
動
を
定
期

的
に
実
施
（
P. 

14
写
真
２
）
す
る
な
ど
、
地

域
と
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
地
域
の

人
た
ち
も
生
徒
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
生
徒
は
や
り
が
い
を
持
っ

て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、
自
分
に

ど
の
よ
う
な
社
会
貢
献
が
で
き
る
か
を
考
え

る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
よ
う
で
す
」（
山
田
校
長
）

　
多
様
な
入
学
動
機
や
学
習
歴
を
持
つ
生
徒

に
向
き
合
う
同
校
の
教
師
に
は
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
個
性
や
特
性
、
ニ
ー
ズ
を
見
取
り

な
が
ら
授
業
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
『
誰
も
が
活
躍

で
き
る
学
校
』
を
掲
げ
る
本
校
の
教
師
は
、

様
々
な
配
慮
や
工
夫
を
し
な
が
ら
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
私
が
授
業
を
見
学
す
る
中
で

そ
れ
ら
を
特
に
感
じ
る
の
は
、
心
情
的
な
支

援
の
面
で
す
。
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
よ
う
、

小
さ
な
成
長
も
見
逃
さ
ず
に
褒
め
、
間
違
っ

た
答
え
や
言
葉
足
ら
ず
の
意
見
に
つ
い
て

教
頭橋本

正
裕 

は
し
も
と
・
ま
さ
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

教
頭板橋

俊
文 

い
た
ば
し
・
と
し
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

校
長山田

善
弘 

や
ま
だ
・
よ
し
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。

生
徒
の
入
学
動
機
、学
習
歴
、学
び
の
特
性
を
理
解
し
、

安
全
・
安
心
な
学
習
の
場
を
つ
く
る

宮
城
県・
仙
台
市
立
仙
台
大た

い

志し

高
校

宮
城
県
・
仙
台
市
立
仙
台
大
志
高
校
は
、
昼
夜
２
部
制
で
単
位
制
の
定
時
制
高
校
だ
。
同
校
の
生
徒
の
入
学
動
機
や
学
習
歴
、

高
校
で
の
学
習
の
目
的
や
希
望
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
は
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
校
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
も
、

自
ら
考
え
、
行
動
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

定時制

事例 2

定時制の現状について
P.８で解説

地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る

全
員
参
加
の
研
修
で
教
師
が
学
ぶ

安
全・
安
心
な
学
習
環
境
づ
く
り
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も
、『
な
ぜ
、
そ
う
思
っ
た
の
か
』
と
投
げ

か
け
、
生
徒
が
考
え
る
材
料
と
す
る
こ
と
で
、

そ
う
し
た
つ
ま
ず
き
を
思
考
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
機
会
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
入
学
前
に
不
登
校
を
経
験
し
た

生
徒
が
少
な
く
な
い
た
め
、『
分
か
っ
て
い

る
よ
ね
』『
習
っ
た
よ
ね
』
と
い
っ
た
前
提

で
授
業
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
点
に
も

配
慮
が
感
じ
ら
れ
ま
す
」（
山
田
校
長
）

　
ほ
か
に
も
、「
聞
く
・
書
く
・
話
す
な
ど
、

複
数
の
活
動
を
並
行
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

苦
手
な
生
徒
に
配
慮
す
る
」「
ノ
ー
ト
を
写

す
の
が
苦
手
な
生
徒
の
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

プ
リ
ン
ト
を
効
果
的
に
活
用
す
る
」
と
い
っ

た
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
授
業
改
善
を
組
織
的
に
進
め
る
た
め
、
特

別
支
援
教
育
な
ど
の
専
門
家
を
招
い
た
全
教

師
対
象
の
校
内
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
24
年
度
は
、
公
認
心
理
師
を
講
師
に
招

き
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
、

生
徒
が
学
習
に
集
中
し
や
す
い
掲
示
の
仕
方

や
座
席
配
置
、
生
徒
へ
の
情
報
伝
達
の
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
研
修
の
ポ
イ

ン
ト
は
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
、
非
常
勤
講
師

に
も
共
有
し
ま
し
た
。
開
講
科
目
数
が
多
い

本
校
で
は
、
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
授
業
改

善
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
」（
橋
本
正

裕
教
頭
）

　
山
田
校
長
は
互
見
授
業
を
強
く
推
奨
し
て

お
り
、
教
師
間
で
の
授
業
公
開
は
少
な
く
と

も
年
に
一
度
は
行
う
よ
う
、
教
師
に
求
め
て

い
る
と
い
う
。

　
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を
理
解
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
の
が

「
生
徒
を
知
る
会
」
だ
。
特
に
、
特
性
上
の

課
題
を
抱
え
、
指
導
上
、
特
別
な
配
慮
が
必

要
な
生
徒
に
関
す
る
情
報
は
、
非
常
勤
講
師

も
含
め
て
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
中
学
校
か
ら
の
申
し
送
り
や
入
学
前
相

談
会
で
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談
な
ど

を
基
に
、『
こ
の
生
徒
に
声
を
か
け
る
際
に

は
、
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
』

『
授
業
で
ペ
ア
を
つ
く
る
時
に
は
、
こ
う
い

う
生
徒
と
一
緒
に
し
た
方
が
よ
い
』
な
ど
と
、

具
体
的
か
つ
詳
細
な
情
報
を
共
有
し
て
い
ま

す
。『
高
１
ギ
ャ
ッ
プ
』
を
生
じ
さ
せ
な
い

た
め
の
、
重
要
な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
」（
橋
本
教
頭
）

　「
ど
の
高
校
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
困
り
事

を
抱
え
な
が
ら
登
校
し
て
い
る
生
徒
は
い
る

は
ず
で
す
。
社
会
全
体
で
不
登
校
の
生
徒
が

増
加
す
る
中
、
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
学

べ
る
学
校
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
本
校
の
よ

う
な
生
徒
理
解
が
今
後
一
層
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
」（
板
橋
俊
文
教
頭
）

　
同
校
に
赴
任
し
た
教
師
の
多
く
が
、
中
学

校
で
不
登
校
だ
っ
た
生
徒
が
学
校
復
帰
を
果

た
す
様
子
に
驚
く
と
い
う
。

　「『
社
会
の
ル
ー
ル
が
学
校
の
ル
ー
ル
』
で

あ
る
本
校
に
は
、
始
業
・
終
業
チ
ャ
イ
ム
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
遅
刻
は
厳
禁
で
す
し
、
９

回
欠
席
す
る
と
、
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
で
は
、

全
日
制
の
高
校
以
上
に
自
己
管
理
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
不
登
校
か
ら
学
校
復

帰
す
る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
」（
板
橋
教
頭
）

　
山
田
校
長
は
、「
小
さ
な
成
功
体
験
を
教

師
が
認
め
る
か
ら
こ
そ
、
生
徒
の
中
に
学
校

で
の
時
間
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

が
湧
き
、
自
己
管
理
の
意
欲
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
考
え
て
い
る
。

　「
誰
も
が
活
躍
で
き
る
学
校
に
な
る
た
め

に
は
、
す
べ
て
の
生
徒
が
、
自
分
が
活
躍
で

き
る
場
所
を
学
校
の
中
に
見
つ
け
ら
れ
る
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
か
ら
こ
そ
、
夢
や
目
標
を
持
て
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
確
立
や
自
立
・
自
律
の
気
持
ち
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
入
学
直
後
は

困
り
事
を
抱
え
て
い
た
生
徒
が
、
時
間
と
と

も
に
落
ち
着
い
て
い
く
様
子
を
見
て
、
私
は

心
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
」（
山
田
校
長
）

写真１　地域の小・中学生とその保護者を対象に、自治会が
企画・運営した公開講座「親子ドローン教室」。

写真2　地域の清掃活動も自治会による地域貢献活動の１つ。
地域住民に同活動の説明を行った後、約１時間、清掃を行った。

設
立
　
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
　

形
態
　
定
時
制
／
普
通
科
（
単
位
制
）
／
共
学

生
徒
数
　
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
約
２
３
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
４
年
制
大
は
、
東
北

学
院
大
、
東
北
生
活
文
化
大
、
東
北
文
化
学
園
大
に
延
べ

３
人
が
合
格
。短
大
・
専
修
学
校
等
進
学
22
人
。就
職
33
人
。

学
校
概
要

多
様
な
背
景
を
持
つ
生
徒
を

教
師
全
員
で
理
解
す
る
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左から、末永さん、𠮷𠮷川さん、田中さん、枝村さん、斎
藤さん

1

1

1

1

2

2

2

2

1 2

定時制高校を選んだ理由、
得られた学びと成長
自治会に所属し、ＧＴカルチャーを始めとする地域貢献活動に取り組む
５人の生徒に、高校選択と高校生活について聞いた。

❶仙台大志高校を志望した理由を教えてください。
❷仙台大志高校で学んだこと、成長できたことを教えてください。

在校生に聞く

Ⅰ
部
２
年
生

田
中
優ゆ

う

菜な

さ
ん

Ⅰ
部
２
年
生

末
永
茉ま

広ひ
ろ

さ
ん

Ⅰ
部
２
年
生

枝え
だ

村む
ら

永と

遠わ

さ
ん

Ⅰ
部
２
年
生

斎
藤
真ま

麻あ
さ

さ
ん

中学2年生で不登校になり、勉強についていくこと
も、将来を考えることも難しくなりました。そんな

時、中学校の先生から、「いろいろな事情を抱えながら学
ぼうとする人を受け入れてくれる学校だよ」と、仙台大
志高校を紹介してもらいました。時間割次第で午後から
登校できるため、無理なく学校に通えそうだと思いました。

中学生の頃の私は、学校も勉強も嫌いで、人とかか
わることも苦手でした。でも、この学校の卒業生か

ら「面白い学校だよ」と聞いて、進学することにしました。
時間割を自分で作ることができるといった、大学のような
雰囲気があるところや、アルバイトも大切な経験として先
生方が応援してくれるところも気に入りました。

髪の毛の色を好きな色に染めることで、自分を思う
存分表現してみたかったので、校則が厳しくない高

校を探していたところ、「社会のルールが学校のルール」
というこの学校を見つけました。自分の興味・関心を基に、
自分で時間割が組むことができるところも魅力的だと思
いました。

家庭の経済的な事情から、高校在学中にアルバイト
をする必要がありました。そのため、アルバイトを

応援してくれて、時間割を自分で作ることができるこの高
校を選びました。定時制のことをよく知らなかったので、
人間関係がうまくいくか心配だったのですが、入学して
みると、みんな接しやすい人ばかりでした。

定時制の高校生活に対して少し不安もありましたが、
友だちもできて、とても充実しています。ＧＴカル

チャーや地域の清掃活動などを通して地域の人と接する中
で、コミュニケーション能力が高まったと思っています。中
学校を卒業する頃は無気力な私でしたが、今は将来の夢も
持てて、以前の前向きな自分に戻れた気がします。

個性豊かで、中学校時代までにそれぞれいろいろな経
験をしてきた人たちと一緒に学ぶことで、柔軟性が高

まっていった気がします。ＧＴカルチャーで地域の人と接す
る中で、自分は人づきあいは得意ではないけれど、決して人
が嫌いなわけでもないし、楽しいことならどんどん人とやっ
てみたいということに気づきました。

仙台大志高校に入学して、同じ高校生であっても、そ
れぞれ様々な経験をしてきて今があるのだと思いまし

た。相手のことを少し知って、そして相手にも少し自分のこ
とを伝えて、そうして時間をかけて、互いに理解し合いなが
ら人間関係は築いていけるということを学びました。高校卒
業後の進路のことも考えて、髪の毛の色は黒に戻しました。

仙台大志高校の先生方は、いつも親身に私のいろいろ
な相談に乗ってくれますし、尊敬できる先輩もできま

した。また、私は人とコミュニケーションを取ることが苦手
なのですが、地域の清掃活動などを通じて地域の人たちとか
かわっていく中で、苦手意識も大分なくなってきたと思って
います。

Ⅰ
部
３
年
生

𠮷𠮷
𠮷
晴は

夏な

さ
ん

中学3年生の１月まで進路が未決定だった私は、知
り合いから仙台大志高校のことを教えてもらいまし

た。細かい校則が存在せず、社会のルールが学校のルー
ルであること、アルバイトを応援してくれることなどが、
それまで全日制の高校しか知らなかった私にはとても魅
力的な学校に思えました。

細かい校則がない分、自己管理が求められる高校生活
を送ってきました。先生方も日々、自己管理の大切さ

を口にされています。どの授業を選択し、どんな高校生活に
したいのか、自分で考え、決める経験ができたことは、自分
の将来にきっと生きると思っています。また、自治会長とし
て地域貢献活動を企画・運営し、たくさんの学びを得ました。
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岡
山
県
・
私
立
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校

は
２
０
０
０
年
４
月
、
通
信
制
課
程
を
設
置

し
た
。
当
時
、
全
国
的
に
増
え
て
い
た
不
登

校
の
生
徒
が
、
毎
日
登
校
し
な
く
て
も
高
校

教
育
を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め

だ
。
働
き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
得
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
一
定
数
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、通
信
制
課
程
で
の
単
位
認
定
の
要
件
で

あ
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
、
社
会
人
が
出
席
し

や
す
い
日
曜
日
に
設
定
す
る
な
ど
、
よ
り
よ

い
仕
組
み
を
模
索
。そ
し
て
21
年
度
、「『
好

き
』を
究
め
る
シ
ン
・
ガ
ッ
コ
ー
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、生
徒
が
「
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
型
」

と
「
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
」
の
ど
ち
ら
か
の

学
び
方
を
自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
し
た
。

　
２
つ
の
学
び
方
に
共
通
す
る
の
は
、
高
校

卒
業
に
必
要
な
74
単
位
の
修
得
だ
（
図
１
）。

必
履
修
科
目
以
外
は
、
生
徒
が
自
分
で
履
修

科
目
を
選
択
。
前
・
後
期
制
で
あ
る
同
校
で

は
、
各
期
に
最
大
15
単
位
ま
で
履
修
で
き
る
。

　
単
位
認
定
の
要
件
は
、
各
科
目
が
課
す
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
と
、
年
２
回
の
集
中
ス
ク
ー

リ
ン
グ
へ
の
出
席
だ
。各
期
の
初
め
に
、そ
の

期
に
課
す
全
レ
ポ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
、生
徒

は
自
宅
や
学
校
な
ど
で
取
り
組
み
、期
日
ま

で
に
提
出
す
る
。レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
と
、

授
業
と
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
る
集
中
ス
ク
ー
リ

ン
グ
へ
の
出
席
資
格
が
得
ら
れ
る
。
集
中
ス

ク
ー
リ
ン
グ
の
期
間
は
毎
日
登
校
し
、
テ
ス

ト
に
向
け
た
学
習
が
行
わ
れ
る
授
業
を
受
け
、

テ
ス
ト
で
合
格
点
が
取
れ
れ
ば
単
位
修
得
と

な
る
。
テ
ス
ト
の
内
容
は
基
礎
的
な
も
の
だ

が
、
合
格
基
準
は
厳
し
く
設
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
生
徒
は
１
人
１
台
の
端
末
を
持
ち
、

レ
ポ
ー
ト
の
受
送
信
の
ほ
か
、
質
問
や
相
談
、

事
務
連
絡
な
ど
に
も
活
用
し
て
い
る
。

　
２
つ
の
学
び
方
の
違
い
は
、
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ

型
は
卒
業
単
位
の
修
得
の
み
が
必
須
で
、
登

校
す
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
対
し
、

＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
は
卒
業
単
位
の
修
得
に

加
え
、
登
校
し
て
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
向
け
た

指
導
を
受
け
た
り
、
様
々
な
活
動
に
参
加
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

　
生
徒
は
自
分
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
ど

ち
ら
か
の
学
び
方
を
選
ぶ
。
仕
事
や
夢
の
実

現
に
力
を
入
れ
る
た
め
に
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
型
を

選
び
自
宅
で
学
ぶ
生
徒
、
学
校
の
活
動
に
参

加
し
た
い
と
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
を
選
び
、

で
き
る
だ
け
登
校
し
つ
つ
も
、
体
調
不
良
の

時
は
自
宅
学
習
に
切
り
替
え
る
生
徒
、
半
年

間
海
外
に
留
学
し
、
そ
の
期
は
修
得
単
位
数

が
０
で
も
、
残
り
の
５
期
で
卒
業
単
位
を
修

得
す
る
生
徒
な
ど
、
学
び
方
は
多
様
だ
。
期

ご
と
に
学
び
方
を
変
更
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
た
だ
、
学
び
方
に
制
約
が
少
な
い
半
面
、

自
己
管
理
が
求
め
ら
れ
る
と
、
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ

ｏ
ｌ
型
担
任
の
岡
野
文
昭
先
生
は
語
る
。

　「
通
信
制
の
生
徒
は
卒
業
要
件
を
十
分
理

解
し
、
自
分
の
意
思
で
科
目
を
履
修
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
自
分
で
考
え
て
選
択
し
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
点
で
、
自
由
で
あ
り
な

が
ら
、
厳
し
い
と
も
言
え
ま
す
」

　
そ
う
し
た
中
で
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
を
設

置
し
た
理
由
を
、
土
屋
俊
之
教
頭
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。
　
　

　「
通
信
制
に
入
学
す
る
生
徒
の
多
く
は
、

中
学
校
時
代
に
不
登
校
だ
っ
た
り
、特
別
支

援
学
級
に
通
っ
て
い
た
り
し
た
生
徒
で
す
。

生
徒
が
学
び
方
を
選
ん
で
学
ぶ
環
境
を
整
備
し
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
立
で
き
る
よ
う
、生
徒
を
支
援

岡
山
県
・私
立
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課
程

岡
山
県
・
私
立
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課
程
は
、
通
信
制
課
程
で
の
単
位
認
定
の
要
件
で
あ
る
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
ほ
か
に
、

生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
を
見
い
だ
し
た
り
、
好
き
な
こ
と
を
掘
り
下
げ
た
り
す
る
教
育
活
動
を
設
け
、
毎
日
の
登
校
を
推
奨
し
て
い
る
。

生
徒
の
多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、卒
業
後
、生
徒
が
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
力
の
向
上
と
精
神
の
成
長
を
支
援
し
て
い
る
。

通信制

事例 3

通信制の現状について
P.９で解説

「
自
宅
」と「
学
校
」の
ど
ち
ら
で

学
ん
で
も
単
位
修
得
が
可
能
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毎
朝
登
校
し
、大
人
数
で
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
難
し
い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生

徒
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
登
校
し
、
周
囲
と
人

間
関
係
を
築
き
な
が
ら
様
々
な
活
動
に
取
り

組
み
、進
学
や
就
職
を
し
た
後
に
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、学
び
と
経
験
を
重
ね

て
い
く
の
が
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
で
す
」

　
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
は
、
午
前
は
レ
ポ
ー

ト
作
成
指
導
な
ど
、
午
後
は
「
木
曜
ス
ペ
シ

ャ
ル
」
や
系
統
別
活
動
な
ど
の
時
間
割
が
組

ま
れ
て
い
る
（
Ｐ
．18
図
２
）。

　
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
は
、
各
科
目
の
担
当

教
師
が
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
向
け
て
指
導
す
る

活
動
だ
。
毎
日
２
科
目
ず
つ
設
定
さ
れ
て
お

り
、
生
徒
は
履
修
科
目
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
指

導
に
出
席
す
る
。
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
担
任

の
松
島
明
希
子
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
に
出
席
す
る
生
徒

は
10
人
程
度
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
力

や
特
性
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
生

徒
の
主
体
性
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
生
徒

が
質
問
し
て
き
た
ら
教
師
は
答
え
る
形
と
し

て
い
ま
す
が
、
自
分
か
ら
支
援
を
求
め
る
の

が
苦
手
な
生
徒
に
は
、
教
師
か
ら
声
を
か
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
木
曜
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
は
、
生
徒
が
自
分
の

興
味
・
関
心
を
見
い
だ
す
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
多
彩
な
活
動
を
用
意
し
て
い
る
（
写

真
）。
系
統
別
活
動
は
、「
Ｉ
Ｔ
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
」「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」「
た
ん
Ｑ
サ
イ
エ
ン
ス
」

な
ど
の
６
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
生
徒

は
そ
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
主
体
的
に
掘
り
下
げ
て
い
く
。

　
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
の
活
動
は
単
位
認
定

卒業単位　74単位　同校は前・後期制
各期に最大15単位の履修が可能。転・編入学は、前の在籍校での修得単位が引
き継がれる。

年２回の集中スクーリング　各期に授業５日間、テスト３日間
同校の教室で実施。生徒は、自分が履修している科目の授業に出席する。授業
内容はテストに向けた学習など。履修科目の単位認定テストを受け、合格する
と単位修得となる。

履修科目のレポート提出　１科目あたり各期１〜６回程度
履修科目で課されたレポートを期日までに提出する。レポートの配信・提出は
端末で行われる。その期の初めにすべてのレポートが配信されるが、いつ、ど
のように取り組むのかは、生徒が決める。科目によってレポートの数は異なるが、
各期に１〜６回程度。

＠Home型 ＠School型

岡山理科大学附属高校通信制課程の仕組み図１

※学校資料を基に編集部で作成。

＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
担
任

松
島
明
希
子 

ま
つ
し
ま
・
あ
き
こ

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。理
科
。

た
ん
Ｑ
サ
イ
エ
ン
ス
系
担
当
。

教
務
課
、
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
担
任

岡
野
文
昭 

お
か
の
・
ふ
み
あ
き

同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
国
語

科
。
情
報
科
。
Ｉ
Ｔ
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
系
担
当
。

教
頭土屋

俊
之 

つ
ち
や
・
と
し
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英

語
科
。

@School型の主なプログラム
e-NIE　ニュースサイトの記事を読み解きながら、
世界や世の中を学ぶ。

リモート留学　オンライン英会話ツールで、海外
在住の外国人、または日本人から、マンツーマン
の英会話レッスンを受ける。自宅などでも受講は
可能。

レポート作成指導　各科目の担当教師から、レ
ポート作成のための指導が受けられる。毎日２科
目ずつ設定されていて、履修科目への出席が可能。

木曜スペシャル　ロボットのプログラミングやアフ
リカンアートの制作など、多彩なワークショップを
実施。企業や大学等との連携企画もある（写真）。

自宅でレポートを作成
自宅などで、自分のペースでレ
ポートの作成やデジタル学習に
取り組む。オンラインで教師に
質問や相談をすることが可能。
登校して教師に質問することが
できる指導日も設けられている。

学校で多彩な活動に取り組む
学校に登校して、様々な活動に取り組む。
午前はe-NIEやリモート留学、レポート作
成指導、デジタル学習などで、午後は体育
やサイエンス実験、木曜スペシャル、系統
別活動などがある。いずれも参加は任意
で、生徒が自分で参加する活動を決める。

写真　ある日の木曜スペシャルでは、岡山理科大
学生物生産教育研究センターを訪れ、様々な魚種
の養殖に関する研究の様子を見学した。

設
立
　
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
　

形
態
　
通
信
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
60
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
私
立
大
は
、
開
智
国

際
大
、
京
都
芸
術
大
、
京
都
産
業
大
、
京
都
精
華
大
、
大

阪
工
業
大
、
大
阪
芸
術
大
、
大
阪
産
業
大
、
関
西
福
祉
大
、

岡
山
理
科
大
、
吉
備
国
際
大
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
、
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
な
ど
に
延
べ
18
人
が
合
格
。
専
門

学
校
進
学
４
人
。
就
職
４
人
。

学
校
概
要

徐
々
に
学
校
に
慣
れ
て
い
け
る
よ
う
、

系
統
別
活
動
の
み
の
参
加
も
歓
迎
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に
は
直
接
関
係
は
な
い
こ
と
か
ら
出
席
は
任

意
だ
が
、
同
校
は
登
校
を
推
奨
し
て
い
る
。

　「
何
時
に
登
校
し
て
も
、生
徒
に
は『
よ
く

来
た
ね
』と
、私
た
ち
は
笑
顔
で
接
し
て
い

ま
す
。
系
統
別
活
動
の
み
の
参
加
で
も
大
歓

迎
で
す
。
短
時
間
で
も
登
校
し
て
周
囲
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば
、
友
人
と
一
緒
な
ら

と
、
午
後
の
ほ
か
の
活
動
に
も
出
席
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
教
師
と
話
す
機
会
が
増
え

る
と
、
午
前
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
に
も
出

席
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
て
徐
々
に
学

校
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
で
、
毎
日
登
校
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」（
松
島
先
生
）

　
生
徒
の
自
立
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
１

つ
が
、「
ジ
ブ
ン
割
」だ（
図
２
）。次
週
の
レ

ポ
ー
ト
作
成
指
導
の
科
目
や
木
曜
ス
ペ
シ
ャ

ル
の
内
容
な
ど
を
記
載
し
た
時
間
割
を
配

信
。生
徒
は
そ
れ
を
見
て
、登
校
時
刻
や
出
席

す
る
活
動
を
記
入
し
て
学
校
に
提
出
す
る
。

１
週
間
の
終
わ
り
に
は
、今
週
は
予
定
通
り

に
行
動
で
き
た
か
、振
り
返
り
を
記
入
す
る
。

　「
生
徒
に
は
、
１
週
間
の
見
通
し
を
立
て

て
生
活
す
る
習
慣
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
１
年
次
か
ら
取
り
組
み
、
自
己

管
理
能
力
を
高
め
て
い
く
生
徒
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
」（
松
島
先
生
）

　
１
ク
ラ
ス
は
約
40
人
で
、
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
型

と
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
そ
れ
ぞ
れ
に
２
ク
ラ

ス
ず
つ
設
け
ら
れ
た
ク
ラ
ス
は
、
全
学
年
の

生
徒
の
混
合
と
し
て
い
る
。
年
齢
や
価
値
観
、

外
見
、
経
験
な
ど
、
多
様
な
生
徒
が
混
ざ
る

こ
と
か
ら
、
集
団
の
中
で
誰
か
が
浮
く
よ
う

な
状
況
は
生
じ
な
い
と
、岡
野
先
生
は
言
う
。
　
　
　
　

　「
生
徒
は
互
い
を
尊
重
し
、ど
ん
な
生
徒
も

受
け
入
れ
る
、フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
す
。
そ

れ
が
居
心
地
の
よ
さ
に
つ
な
が
り
、
登
校
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
運
営
は
基
本
的
に
生
徒
に
任

せ
、生
徒
間
で
問
題
が
起
き
て
も
、年
長
者
の

生
徒
が
う
ま
く
収
め
て
く
れ
ま
す
。
教
師
が

介
入
す
る
よ
り
も
、
自
分
た
ち
で
解
決
し
た

方
が
納
得
で
き
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
」

　
ま
た
、
生
徒
は
学
習
面
や
生
活
の
相
談
を

担
任
以
外
の
教
師
に
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　「
生
徒
と
教
師
の
間
に
も
相
性
は
あ
り
ま

す
か
ら
、
自
分
が
話
し
や
す
い
と
思
う
教
師

を
生
徒
は
選
び
、
教
師
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
、

担
任
が
と
が
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
こ
と
が
風
通
し
の
よ
い
ク
ラ
ス
運
営

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
松
島
先
生
）

　
子
ど
も
の
就
学
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
保

護
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
同
校
は
普

段
か
ら
、
学
校
で
の
生
徒
の
様
子
を
保
護
者

に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
学
校
が
連
絡
す
る
の
が
問
題
が
起
き
た

時
だ
け
で
は
、
保
護
者
は
学
校
か
ら
の
連
絡

に
対
し
て
身
構
え
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、

普
段
登
校
し
な
い
生
徒
が
登
校
し
た
際
は
、

『
今
日
は
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
し
た
よ
』

と
、
生
徒
の
よ
い
様
子
を
保
護
者
に
連
絡
し

て
伝
え
る
だ
け
で
も
、
保
護
者
は
と
て
も
安

心
す
る
と
と
も
に
、
学
校
に
信
頼
を
寄
せ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
岡
野
先
生
）

　
教
師
が
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
登

校
予
定
の
生
徒
が
登
校
し
て
こ
な
い
場
合
、

そ
の
理
由
が
体
調
不
良
な
の
か
、
怠
慢
や
甘

え
な
の
か
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
だ
。

　「
卒
業
後
の
生
徒
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

学
力
に
加
え
て
、
精
神
面
や
体
力
面
の
強
さ

も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
登
校
を
促
し
て

い
ま
す
が
、
つ
ら
い
状
況
に
あ
る
生
徒
に
対

し
て
、
教
師
は
寛
容
で
あ
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

状
況
を
丁
寧
に
見
取
り
、
成
長
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
土
屋
教
頭
）

「ジブン割」　生徒の記入例図２

生徒は翌週の計画を自分で立て、「ジブン割」に記入して学校に提出する。「ジブン割」は保
護者とも共有している。予定にない休みは、所在確認のため、学校に必ず連絡するよう、生
徒に伝えている。「『予定と異なる行動をするなら、その変更を何らかの方法で周りに伝える
ことは、社会では必須の行動だよ』と、生徒に説明しています」と、松島先生は語る。
※学校資料を基に編集部で作成。

登校・オンライン・在宅学習の中から、その日の学習方
法を選択。登校の場合は登校時刻を記入

日々の振り返りや１週間のまとめ、目標の達成率を記入

ク
ラ
ス
は
全
学
年
混
合
で
、

担
任
以
外
の
教
師
に
も
相
談
で
き
る

出席予定の活動に丸を
つける
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島
根
県
は
、
県
立
高
校
の
魅
力
化
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
小
・
中
学
校
、
地
域
、
市
町

村
、
大
学
、
社
会
教
育
機
関
、
企
業
な
ど
が

参
画
し
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
取
り
組

む
協
働
体
制
「
高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
を
、
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の

高
校
に
お
い
て
構
築
し
た
。
過
疎
化
・
少
子

化
が
進
む
中
、
高
校
を
核
と
し
て
持
続
可
能

な
地
域
を
創
生
し
な
が
ら
、
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
の
実
現
に
よ
り
、
地
域
の
中
で

未
来
を
生
き
抜
く
力
を
高
校
生
に
育
む
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
１
高
校

１
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
の
構
築
が
一
般
的
だ

が
、
浜
田
市
を
所
在
地
と
す
る
島
根
県
立
浜

田
高
校
、
同
県
立
浜
田
商
業
高
校
、
同
県
立

浜
田
水
産
高
校
、
そ
し
て
同
県
立
浜
田
養
護

学
校
、
同
県
立
浜
田
ろ
う
学
校
の
５
校
を
軸

に
構
築
さ
れ
た
の
が
、
浜
田
市
を
事
務
局
と

し
た
「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」
だ
。

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
で
は
、「
高
校
生
一
人
ひ
と
り
の
魅
力

や
個
性
を
伸
ば
し
、
自
己
実
現
を
支
援
す
る
」

「
魅
力
あ
る
協
働
活
動
に
つ
い
て
、
学
校
と

地
域
双
方
か
ら
の
情
報
を
発
信
す
る
」「
地

域
・
企
業
が
高
校
生
と
つ
な
が
り
、
地
域
課

題
に
向
き
合
う
高
校
生
を
支
援
す
る
」
な
ど
、

重
点
的
な
取
り
組
み
事
項
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
属
す
る
５
校

の
課
題
を
踏
ま
え
て
整
理
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
浜
田
商
業
高
校
の
中
澤
雅
美
校
長
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持
つ
県
立
学
校
が
、
地
域

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校

食
品
流
通
科 

科
長

真
鍋
　翔 

ま
な
べ
・
し
ょ
う

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

浜
田
市
教
育
委
員
会

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大
地
本
由
佳 

お
お
じ
も
と
・
ゆ
か

２
０
１
９
年
度
か
ら
現
職
。

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校

海
洋
技
術
科 

科
長

田
邊
賢
一 

た
な
べ
・
け
ん
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

浜
田
市
教
育
委
員
会

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

熊
谷
修
山 

く
ま
が
い
・
お
さ
ま

２
０
２
２
年
度
か
ら
現
職
。

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校 

教
頭

佐
々
木
健
二 

さ
さ
き
・
け
ん
じ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

島
根
県
立
浜
田
高
校 

主
幹
教
諭

作
野
健
一 

さ
く
の
・
け
ん
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
国

語
科
。

島
根
県
立
浜
田
商
業
高
校 

校
長

中
澤
雅
美 

な
か
ざ
わ
・
ま
さ
み

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

学
校
と
地
域
、そ
し
て
学
校
同
士
が
つ
な
が
り
、

各
校
が
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る

H
A
M
A
D
A
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

島
根
県
浜
田
市
は
、「
浜
田
の
未
来
び
と
」
で
あ
る
高
校
生
の
地
域
協
働
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
的
な
地
域
力
の
向
上
を

実
現
す
る
た
め
の
共
同
事
業
体
、「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
運
営
。
探
究
学
習
や
課
題
研
究
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
・
生
徒
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
教
育
活
動
の
充
実
に
寄
与
し
て
い
る
。

地域連携

事例 4

地域連携の現状について
P.８で解説

市
内
５
つ
の
県
立
学
校
を
軸
に
、

地
域
が
協
働
体
制
を
構
築
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と
協
働
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
生
徒
に
伝

え
、
浜
田
市
を
愛
す
る
人
材
に
育
て
る
こ
と

は
、
若
年
層
の
県
外
流
出
が
進
む
地
域
の
課

題
で
あ
り
、
学
校
の
課
題
だ
」
と
説
明
す
る
。

　「
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
る
中
、
仮
に

進
学
や
就
職
な
ど
で
浜
田
市
を
離
れ
て
も
、

何
ら
か
の
形
で
浜
田
市
に
か
か
わ
る
『
関
係

人
口
』
を
増
や
す
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
域
の
未

来
の
担
い
手
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
浜
田
市

の
生
徒
た
ち
の
学
び
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
」

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
は
、
浜
田
市
教
育
委
員
会
の
職
員
２

人
が
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配

置
さ
れ
て
い
る
。
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
生
徒
が
探
究
学
習
に
お
い
て
地
域
や

地
元
企
業
と
連
携
す
る
と
い
っ
た
、
学
校
か

ら
地
域
に
対
す
る
要
望
、
あ
る
い
は
生
徒
に

地
域
行
事
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
、
地
域
か
ら
学
校
に

対
す
る
要
望
な
ど
、
地
域
と
学
校
が
つ
な
が

る
際
の
窓
口
を
一
括
し
て
担
っ
て
い
る
。

　
各
校
は
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連

携
し
て
、
自
校
の
教
育
活
動
の
質
的
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
浜
田
高
校
で
は
、
１
年
生
が

地
域
住
民
と
自
分
自
身
や
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
語
り
合
う
「
ち
ょ
こ
っ
・
ト
ー
ク
」
を

実
施
し
て
い
る
（
図
１
）
が
、
同
活
動
に
は

１
年
生
の
人
数
と
ほ
ぼ
同
数
の
約
１
６
０
人

の
住
民
が
参
加
し
た
。
そ
れ
だ
け
の
数
の
住

民
の
参
加
が
実
現
し
た
の
は
、
高
校
を
活
動

拠
点
と
し
て
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
広
く
地
域
に
声
を
か

け
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
、
浜
田
高
校
の
作
野

健
一
先
生
は
語
る
。

　「
高
校
生
に
と
っ
て
、
家
族
や
教
師
以
外

の
知
ら
な
い
大
人
と
話
を
す
る
機
会
は
、
決

し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
様
な
年
齢
、

職
業
の
大
人
と
語
り
合
え
た
こ
と
は
、
自
分

自
身
や
地
域
に
対
す
る
理
解
に
つ
な
が
っ
た

は
ず
で
す
」

　
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
熊
谷
修お

さ
ま山

さ
ん
も
、「
高
校
生
に
と
っ
て
、
地
域
に
飛

び
出
し
て
い
く
準
備
が
で
き
た
」
と
手
応
え

を
語
る
。

　「『
こ
れ
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
、
職
業
の

大
人
と
話
し
た
の
は
初
め
て
で
す
』
と
興
奮

気
味
に
話
す
生
徒
を
見
て
、
生
徒
の
目
が
地

域
に
対
し
て
開
か
れ
た
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
今
後
の
地
域
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学

習
に
も
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
は
ず
で
す
」

　
浜
田
水
産
高
校
も
、「suisui

（
ス
イ
ス
イ
）

ト
ー
ク
」
と
名
づ
け
た
、
１
年
生
と
住
民
と

の
語
り
合
い
の
場
を
、
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
連
携
し
て
開
催
し
て
い
る
。

HAMADA教育魅力化コンソーシアムが支援する活動例図1

高校魅力化の取り組みの一環として実施
する大規模販売実習では、地元企業との
連携、地域住民への広報で、魅力化コー
ディネーターと連携した。

■ 浜田商業高校「浜商デパート」

高校生とほぼ同数の地域住民が１対１で
向かい合い、指定されたテーマについて
１分ずつ考えを述べる。次々に相手を変
えて、たくさんの人と出会う仕組み。

■ 浜田高校「ちょこっ・トーク」

生徒たちが学校を超えて協力し、地域活
性化イベントを企画・実施する、ＨＡＭＡ
ＤＡ教育魅力化コンソーシアム主催の地
域系部活動。

■ 探究活動Y.A.C.（ヤック）

小・中学生に、浜田市の水産資源や食文
化について関心を持ってもらうために、同
校の生徒が講師になって漁業の現状など
をテーマにした出前授業を行っている。

■ 浜田水産高校「出前授業」

設
立
　
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制
／
普
通
科
、
理
数
科

／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
国
公
立

大
は
、
京
都
大
、
広
島
大
、
九
州
大
な
ど
に
88
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
４
０
人
が
合
格
。

島
根
県
立
浜
田
高
校

　学
校
概
要

設
立
　
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
商
業
科
、
情
報
処
理
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
４
年
制
大
は
、
島
根

県
立
大
、
広
島
経
済
大
、
広
島
工
業
大
、
福
岡
大
に
延
べ

４
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
27
人
。
就
職
28
人
。

島
根
県
立
浜
田
商
業
高
校

　学
校
概
要

設
立
　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
海
洋
技
術
科
、
食
品
流
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
短
大
・
専
門
学
校
進

学
13
人
。
就
職
25
人
。

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校

　学
校
概
要

地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、

教
育
活
動
が
豊
か
に
な
る
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　「
参
加
し
た
住
民
の
方
か
ら
、『
高
校
生
が

自
分
の
言
葉
で
伝
え
て
く
れ
た
水
産
高
校
の

魅
力
を
聞
い
て
、
こ
の
学
校
は
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
必
要
だ
と
確
信
し
た
』
と
い
っ
た
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
浜
田
水
産
高
校
・

佐
々
木
健
二
教
頭
）

　
浜
田
市
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
、
水
産

資
源
や
食
文
化
、
産
業
に
つ
い
て
、
も
っ
と

関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
漁
業
関
係

者
の
思
い
か
ら
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
給

食
に
「
ノ
ド
グ
ロ
」
を
毎
年
提
供
し
て
お
り
、

浜
田
水
産
高
校
の
生
徒
は
、
４
０
０
０
尾
を

超
え
る
数
の
ノ
ド
グ
ロ
の
下
処
理
を
担
っ
て

い
る
。
地
域
と
、
深
い
学
び
を
実
現
し
た
い

と
い
う
学
校
の
思
い
が
つ
な
が
っ
た
取
り
組

み
の
１
つ
だ
。

　「
ノ
ド
グ
ロ
を
処
理
し
て
給
食
セ
ン
タ
ー

に
納
め
る
ま
で
、
生
徒
は
い
ろ
い
ろ
な
職
種

の
人
と
協
働
し
ま
す
。
水
産
資
源
が
食
品
と

し
て
市
場
に
流
通
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
地
域
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
」（
浜
田
水
産
高
校
・
真
鍋
翔
先
生
）

　「
さ
ら
に
本
校
で
は
、
小
・
中
学
校
に
出

向
き
、
高
校
生
が
講
師
に
な
っ
て
漁
業
の
現

状
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
出
前
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す（
図
１
）。
ノ
ド
グ
ロ
給
食
を
始
め
、

高
校
で
得
た
知
識
や
技
術
を
地
域
の
大
人
や

子
ど
も
に
披
露
す
る
場
は
、
生
徒
に
と
っ
て

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
」（
浜
田
水
産
高
校
・
田た

邊な
べ

賢
一
先
生
）

　
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大お

お

地じ

本も
と

由

佳
さ
ん
は
、「
人
口
が
少
な
い
町
だ
か
ら
こ

そ
、
人
と
人
の
出
会
い
は
大
き
な
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　「
生
徒
が
出
会
っ
た
大
人
は
、
探
究
学
習

や
課
題
研
究
に
お
け
る
身
近
な
伴
走
役
の
候

補
の
１
人
に
な
り
ま
す
。
生
徒
と
地
域
の
大

人
の
関
係
性
が
持
続
し
や
す
い
の
は
、
小
さ

な
町
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
主
催
す
る
探
究
活
動
「Y.A.C.

（
ヤ

ッ
ク
）」（
図
１
）
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
内

の
生
徒
が
任
意
で
参
加
す
る
地
域
系
部
活
動

だ
。
生
徒
は
、
地
域
住
民
か
ら
町
の
課
題
を

聞
く
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、 

地
域
の
問
題
の
解
決
プ
ラ
ン
を
考
え
な
が

ら
、
地
域
と
自
分
の
未
来
を
考
え
る
。

　「
高
校
生
の
探
究
学
習
に
伴
走
す
る
に
あ

た
っ
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
、
探
究
学
習

に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、『
教
育
魅
力
化
勉
強
会
』
を

定
期
的
に
開
催
し
、
探
究
学
習
を
軸
に
し
た

高
校
と
地
域
の
連
携
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て

学
び
、
高
校
生
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
こ

と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
」（
大
地
本
さ
ん
）

　
そ
う
し
た
学
校
を
超
え
た
協
働
を
経
て
、

生
徒
た
ち
は
様
々
な
挑
戦
を
始
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
浜
田
商
業
高
校
の
郷
土
芸
能
部
が

舞
う
「
石い

わ

見み

神
楽
」
の
口
上
を
浜
田
高
校
の

生
徒
が
英
訳
し
て
、
上
演
中
に
音
声
で
流
す

と
と
も
に
、
浜
田
水
産
高
校
の
生
徒
が
「
ア

ン
コ
ウ
の
唐
揚
げ
」
を
観
客
に
振
る
舞
う
と

い
う
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
た
。

　
高
校
生
の
参
加
・
参
画
を
希
望
す
る
地
元

企
業
や
団
体
が
、
生
徒
に
活
動
内
容
を
伝
え

る
「
地
域
協
働
活
動
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ト
」

（
図
２
）
の
利
用
も
活
発
だ
。
こ
れ
ま
で
は

教
頭
な
ど
の
管
理
職
が
窓
口
と
な
り
、
地
域

か
ら
の
依
頼
文
書
な
ど
を
整
理
・
管
理
し
て

い
た
が
、
現
在
は
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
依
頼
内
容
を
精
査
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ー
ト
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
生
徒
が
自
由
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、
学
校
側
の
業

務
負
担
が
激
減
し
た
と
、
各
校
の
教
師
は
異

口
同
音
に
言
う
。
ま
た
、
生
徒
が
直
接
、
魅

力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
対
し
て
、「
こ

ん
な
活
動
を
し
た
い
」
と
、
企
業
・
団
体
へ

の
仲
介
を
求
め
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

　「
学
校
と
地
域
が
『
こ
う
い
う
生
徒
を
育

て
た
い
』『
こ
う
い
う
町
を
つ
く
り
た
い
』

と
い
っ
た
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
、
大
人
た
ち
が
市
と
県
と
い
う
違
い

を
超
え
て
、
高
校
生
の
育
成
に
か
か
わ
ろ
う

と
す
る
土
壌
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
人
口
が
減
少
し
、
生
徒
の
数
も
減
っ
て

い
く
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
と
地
域
が
互

い
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
未
来
の
人
材

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」（
大
地
本
さ
ん
）

地域協働活動マッチングシート図2

◉マッチングシートでイベントのボランティアを募集し
た団体から、参加した高校生に届いたお礼のコメント
「接客マニュアルもなく、想像以上の来場者に大人も混
乱する中、高校生の皆さんがいなかったら、イベントは
成功していませんでした。感謝しています。当イベント
が浜田市の代表的なイベントとなるよう、努力していき
ます。大人になった時は、ぜひ実行委員の一員として、
当イベントを引き継いでいってほしいと思っています」

高
校
生
の
学
び
を
支
え
る
た
め
の

勉
強
会
を
地
域
で
開
催

 高校版  2025 January21

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集

0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

12/24
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 21 頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校

12/24
引寺

再
念
校

12/26
松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P19-21_view-next-koukou-1g.indd   21P19-21_view-next-koukou-1g.indd   21 2024/12/26   11:032024/12/26   11:03



　
宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校
は
、
宮
崎
県
西
臼

杵
郡
に
唯
一
あ
る
県
立
高
校
だ
。
学
校
が
所

在
す
る
高
千
穂
町
は
、
全
国
有
数
の
観
光
地

と
し
て
知
ら
れ
、
15
年
に
は
、『
高
千
穂
郷
・

椎
葉
山
地
域
の
山
間
地
農
林
業
複
合
シ
ス
テ

ム
』
が
、
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
か
ら
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に

は
教
育
資
源
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
近
年
、
西
臼
杵
郡
は
宮
崎
県
内

で
人
口
の
減
少
率
が
最
も
高
い
地
域
と
な

っ
て
お
り
、
同
校
の
生
徒
数
も
年
々
減
少
。

１
９
９
３
年
度
は
入
学
者
数
が
３
２
９
人
、

全
校
生
徒
数
が
１
０
０
８
人
だ
っ
た
が
、
21

年
度
に
は
入
学
者
数
は
１
０
０
人
、
全
校
生

徒
数
は
３
０
０
人
を
下
回
っ
た
。
同
校
は
普

通
科
に
加
え
て
、
農
業
、
商
業
に
関
す
る
学

科
を
擁
し
、
生
徒
の
多
様
な
進
路
希
望
に
対

応
す
る
体
制
が
あ
り
な
が
ら
、
郡
内
の
中
学

生
の
進
学
率
は
半
分
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
覚
え
た
同
校

の
前
校
長
が
、
学
校
の
所
在
地
で
あ
る
高
千

穂
町
、
そ
し
て
日
之
影
町
、
五
ヶ
瀬
町
に
対

し
て
、
地
域
住
民
に
選
ば
れ
る
学
校
に
な
る

た
め
に
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
学
び
の
充

実
に
よ
る
学
校
の
魅
力
化
の
必
要
性
を
訴
え

た
。
そ
の
後
、
３
町
の
教
育
関
係
者
と
議
論

を
重
ね
、
各
町
の
町
長
、
教
育
長
、
議
長
、

西
臼
杵
郡
内
の
中
学
校
校
長
、
高
千
穂
高
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
同
窓
会
、
社
会
教
育
関
係

者
ら
が
と
も
に
、
高
千
穂
高
校
の
魅
力
化
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
21
年
2
月
、
高
千
穂
町
、
日
之
影
町
、

五
ヶ
瀬
町
が
一
体
と
な
っ
て
県
立
高
校
の
支

援
を
行
う
「
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委

員
会
」
が
発
足
。
３
町
の
各
役
場
内
に
は
、

高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
の
担
当

窓
口
が
設
置
さ
れ
、
高
千
穂
高
校
と
連
携
し

て
具
体
的
な
支
援
策
の
検
討
を
開
始
し
た
。

　
現
在
、
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員

会
の
事
業
は
、「
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
「
地
域
協
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
2
本
柱

に
整
理
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
学
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
延
岡
市
の
民
間
の
塾

の
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
す
る
際
の
費

用
の
支
援
や
、
大
学
・
短
大
の
公
開
講
座
に

参
加
す
る
際
の
交
通
費
の
補
助
な
ど
、
山
間

部
の
高
校
生
が
学
習
面
や
進
路
選
択
の
面
で

自
分
は
不
利
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
る

こ
と
を
目
指
し
た
施
策
を
実
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
協
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地

域
住
民
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
講
演
や
、
生
徒
が

地
域
で
取
り
組
む
探
究
学
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
長
友
美
紀
校
長
は
、「
高
千
穂
町
が
配
置

し
た
魅
力
向
上
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
働

高
千
穂
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

高
千
穂
高
校

魅
力
向
上
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

工
藤
天
裕 

く
ど
う
・
た
か
ひ
ろ

２
０
２
２
年
度
か
ら
現
職
。

進
路
指
導
主
事

河
内
弓
枝 

か
わ
ち
・
ゆ
み
え

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
国

語
科
。

校
長長友

美
紀 

な
が
と
も
・
み
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

地
域
の
教
育
資
源
を
生
か
し
た
学
校
魅
力
化
を

３
町
と
県
立
高
校
が
協
働
し
て
推
進

宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校

宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校
は
、
同
校
が
所
在
す
る
宮
崎
県
西に

し

臼う
す

杵き

郡
を
構
成
す
る
３
町
（
高
千
穂
町
、
日
之
影
町
、
五
ヶ
瀬
町
）
と
連
携
し
、

２
０
２
１
年
に
「
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
」
を
発
足
。
以
来
、
地
域
と
協
働
し
て
、

生
徒
の
学
力
の
向
上
と
、
探
究
学
習
や
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地域連携

事例 5

地域連携の現状について
P.８で解説

学
力
の
向
上
と
探
究
学
習
の
充
実
、

２
つ
の
視
点
で
魅
力
化
を
図
る
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し
な
が
ら
、
探
究
学
習
を
軸
と
し
た
学
校

の
魅
力
化
を
、
生
徒
の
姿
を
通
し
て
地
域

に
伝
え
よ
う
と
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が

努
力
し
て
い
る
」
と
、
学
校
の
様
子
を
説
明

す
る
。

　「こ
れ
ま
で
本
校
に
は
、
教
師
が
学
校
の

魅
力
を
広
報
す
る
部
署
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
が
校
外
に
設

置
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
広
報
活
動
は
管

理
職
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
行
い
、
教
師
に
は
探
究
学
習
や
教
科
学
習

の
支
援
と
い
っ
た
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に

寄
り
添
う
こ
と
に
注
力
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
た
。
特
に
、
探
究
学
習
に
お
い
て
生

徒
を
地
域
に
送
り
出
し
、
地
域
の
人
た
ち
に

生
き
生
き
と
し
た
生
徒
の
姿
を
見
て
も
ら
う

こ
と
が
、
何
よ
り
の
広
報
活
動
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
に
至
り
ま
し
た
」

　　高
千
穂
高
校
に
常
駐
す
る
魅
力
向
上
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
工
藤
天た

か

裕ひ
ろ

さ
ん
は
、
地
域

の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
な
ど
の
活
動
が
、
生
徒
に
と
っ
て

単
な
る
「
経
験
」
で
終
わ
ら
ず
「
学
び
」
に

な
る
た
め
に
は
、
地
域
と
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
語
る
。

　「学
校
と
し
て
は
、
生
徒
を
単
な
る
労
働

力
と
し
て
地
域
に
送
り
出
し
た
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
決
め
ら
れ
た
作
業
を
こ
な
す
活
動
よ

り
も
、
活
動
を
通
し
て
生
徒
が
得
ら
れ
る
も

の
を
よ
り
大
き
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
生

徒
が
自
分
で
考
え
て
、
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
余
地
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
企
業

や
団
体
と
話
し
合
う
こ
と
も
重
要
で
す
」

　高
千
穂
町
で
観
光
鉄
道
を
運
営
す
る
企
業

か
ら
、
同
校
の
生
徒
に
観
光
ガ
イ
ド
を
担
当

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
。

そ
の
活
動
を
継
続
す
る
中
で
、
工
藤
さ
ん
は

企
業
の
担
当
者
を
学
校
に
招
き
、
生
徒
と
話

を
す
る
場
を
設
け
る
な
ど
し
た
。

　「対
面
し
て
話
を
す
る
中
で
生
徒
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
学
校
で
生
産
し
て
い
る
お
茶
を

販
売
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
学
校
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
企
業

の
担
当
者
に
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
企
業
は
、

生
徒
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
歓
迎
し
、
当
初
は

予
定
し
て
い
な
か
っ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
実
現
し
ま
し
た
（
写
真
１
・
２
）」（
工
藤

さ
ん
）

　地
域
と
学
校
の
慣
習
の
違
い
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
壁
と
な
る
こ
と
も
あ

る
。
例
え
ば
、
地
域
か
ら
の
伝
統
行
事
へ
の

参
加
依
頼
の
際
、
募
集
依
頼
の
書
類
が
作
成

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
学
校
が
知
り
た
い

項
目
が
不
明
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

（
P. 

24
図
２
）。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
住
民
か
ら
依
頼
内
容

の
聞
き
取
り
や
資
料
の
確
認
を
行
い
、
学
校

向
け
の
実
施
要
項
の
作
成
に
つ
い
て
の
助
言

を
行
っ
た
り
、
時
に
は
工
藤
さ
ん
が
住
民
に

代
わ
っ
て
要
項
を
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
（
P. 

24
図
２
）。
そ
う
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
、

写真１　高校の農場で栽培した釜炒
い

り茶のペットボトルを観光
鉄道の客に販売。用意した120本が完売した。

写真2　山間部であっても外国人観光客が多い地域であるた
め、生徒たちは英語も交えたPOP広告を制作している。

高千穂高校魅力向上推進委員会の主な事業図１

学力向上プロジェクト 地域協創プロジェクト
❶ 民間塾と連携した学力向上支援
大学進学を目指す生徒が、民間の塾の講座
をオンラインで受講する際の費用を支援。

❶ キャリア教育
西臼杵郡内で働く地域住民による
キャリア講演の実施。

❷ 大学公開講座受講支援
大学や短大などが実施している公開講座に
参加する際の交通費を補助。

❷ 地域連携活動支援
西臼杵郡内におけるボランティア活動
や地域研修の支援。

❸ 進路実現支援
面接指導、小論文対策、模擬試験監督な
どにかかる指導料を補助。

❸ T-LABO運用支援
地方創生の拠点としての多目的スペー
ス（T-LABO）の運用の支援。

❹ 国際交流支援
外国人講師との交流を支援。

地
域
と
学
校
の
違
い
を

認
め
合
い
、つ
な
い
で
い
く

設
立
　
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
、
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
科
、

生
産
流
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
90
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
宮
崎

大
、
鹿
児
島
大
な
ど
に
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
専
修

大
、津
田
塾
大
、立
教
大
な
ど
に
延
べ
20
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
36
人
。
就
職
25
人
。

学
校
概
要
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長
友
校
長
は
、「
私
た
ち
教
師
が
、
学
校
の

あ
た
り
前
を
地
域
に
求
め
過
ぎ
な
い
こ
と
も

大
切
だ
」
と
考
え
て
い
る
。

　「
教
師
が
、『
学
校
に
は
こ
う
い
う
文
書
が

必
要
で
す
』『
こ
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

で
進
め
て
く
だ
さ
い
』
と
、
地
域
に
強
く
要

求
し
て
し
ま
う
と
、
地
域
と
の
連
携
は
停
滞

す
る
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
た

上
で
、
地
域
の
方
々
を
信
頼
し
、
可
能
な
限

り
生
徒
を
地
域
に
送
り
出
す
こ
と
で
、
学
校

の
扉
は
大
き
く
地
域
に
開
か
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
が
注
力
す
べ
き
は
、

地
域
と
の
折
衝
以
上
に
、
地
域
で
の
活
動
が

生
徒
に
と
っ
て
ど
ん
な
学
び
の
機
会
と
し
て

期
待
さ
れ
る
の
か
、
実
際
に
ど
ん
な
学
び
を

得
た
の
か
を
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
の
対
話

を
通
し
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
人
と
人
を
つ
な
ぐ
存
在

で
あ
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
教
師
は
、
生
徒
の

経
験
と
学
び
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
り
、
そ
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
一
層
注
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
長
友
校
長
）

　
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
の
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
24
年
度
で
3
年
目
を
迎

え
た
。
取
り
組
み
の
成
果
が
本
格
的
に
見
え

て
く
る
の
は
今
後
の
こ
と
だ
が
、
既
に
西
臼

杵
郡
内
の
中
学
校
か
ら
同
校
へ
の
進
学
率
も

着
実
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
。

　
進
路
指
導
主
事
の
河か

わ
ち内
弓
枝
先
生
は
、
大

学
入
試
や
就
職
試
験
の
面
接
に
お
い
て
、
地

域
で
の
探
究
学
習
の
成
果
や
、
地
域
の
行
事

へ
の
参
加
を
通
し
て
得
た
学
び
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
希
望
進
路
を
実
現
す
る
生
徒
が
増
え
て

い
る
と
説
明
す
る
。

　「
地
域
に
お
け
る
活
動
の
成
果
を
さ
ら
に

生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
私
た
ち
教
師
が
、
探
究
学
習
に

お
け
る
生
徒
の
支
援
の
あ
り
方
を
も
っ
と
追

究
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
と
学

校
の
両
方
に
軸
足
を
置
き
、
生
徒
に
と
っ
て

の
最
適
解
を
模
索
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
生
徒
へ
の
か
か
わ
り
方
は
、
生
徒
を
答
え

に
導
く
こ
と
を
得
意
と
し
て
き
た
私
た
ち
教

師
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
生
徒
が
探
究
学
習
に
つ
い
て
語

り
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
若
い
教
師
が
同
席

し
て
、
伴
走
の
あ
り
方
を
学
ぶ
様
子
が
よ
く

見
ら
れ
ま
す
」

　
高
千
穂
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
河
内
先
生

は
、
生
徒
数
が
激
減
し
た
母
校
へ
の
赴
任
に
、

当
初
は
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

　「
学
校
か
ら
活
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
し
た
が
、
赴
任

し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
杞
憂
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
地
域
の
教
育
資
源
を
生
か

す
こ
と
で
、
都
市
部
の
学
校
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
活
気
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
地
域
住
民
が
自
由
に
利
用
で

き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
校
内
に
設
置
し
、

学
校
と
地
域
と
の
接
点
を
増
や
し
て
い
る
。

長
友
校
長
は
、「
人
の
数
が
少
な
く
、
規
模

が
小
さ
く
て
も
、
生
徒
、
教
師
、
地
域
住
民

が
結
び
つ
け
ば
、
元
気
な
学
校
、
元
気
な
地

域
に
な
る
」
と
語
る
。

　「
３
町
の
住
民
の
方
々
か
ら
、『
最
近
、
高

校
生
が
町
で
活
動
し
て
い
る
様
子
を
よ
く
目

に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
』
と
い
っ

た
言
葉
を
か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
中
で
学
校
の
存
在
感
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま

す
」（
長
友
校
長
）　

地域と学校をつなぐコーディネーター図２

高千穂高校には、高校生との協働を希望する地域の企業や
団体から多くの依頼が来るが、地域の伝統行事などの中には、
住民同士が口頭で連絡を済ませたり、高校などに提出すべき
文書がなかったりすることも少なくなかった。そこでコーディ
ネーターの工藤さんは、地域からの要望を聞いたり、チラシ
などの資料を見たりした上で、企業や団体に「このような情報
を盛り込んだ依頼書があると、高校でも生徒に案内しやすい」
と助言している。

●地域から提出されたチラシの例

●コーディネーターの助言を基に
　作成された依頼書（一部）

•生徒を拘束する日時（集合から解散まで）
•活動場所、集合場所
•募集する人数、生徒に求める条件
•生徒が準備するもの（昼食など）
•担当者の名前、連絡先

●コーディネーターが企業・団体に助言した、依頼書に
盛り込むとよい項目

異
な
る
視
点
で
の
支
援
を

間
近
に
見
て
、教
師
も
学
ぶ
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柏
木
　
中
森
先
生
は
県
立
高
校
や
教
育
委
員

会
に
勤
務
さ
れ
、
本
特
集
の
事
例
等
で
示
し

た
、
少
子
化
地
域
の
学
校
経
営
や
多
様
な
生

徒
へ
の
対
応
、
地
域
と
協
働
し
た
学
び
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
５
つ
の
事
例

を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

中
森
　
５
つ
の
事
例
に
は
い
ず
れ
も
、
全
国

の
学
校
が
今
後
の
自
校
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
の
様
々
な
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
注
目
し
た
の
は
、
多
様
な
学
び
の

提
供
で
す
。
宮
城
県
・
仙
台
市
立
仙
台
大た

い

志し

高
校
（
Ｐ
．13
〜
15
）
や
岡
山
県
・
私
立
岡
山

理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課
程
（
Ｐ
．16

〜
18
）
が
導
入
し
て
い
る
単
位
制
は
、
学
年

の
区
分
が
な
く
、
生
徒
が
自
分
で
履
修
科
目

を
選
ぶ
た
め
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
必
履
修
科
目
以
外
の
科
目
を

生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
を
基
に
選
べ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
教
育
課
程
の

あ
り
方
の
１
つ
と
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
学

校
で
検
討
さ
れ
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

柏
木
　
仙
台
大
志
高
校
の
生
徒
は
、「
勉
強

は
嫌
い
だ
け
れ
ど
、
自
分
で
選
ん
だ
授
業
だ

か
ら
頑
張
れ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
森
　
学
び
が
自
己
選
択
・
自
己
決
定
で
き

る
機
会
を
広
げ
る
こ
と
は
、生
徒
の
学
習
意

欲
を
高
め
ま
す
。

柏
木
　
本
誌
10
月
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
た

「
自
己
調
整
学
習
」
も
、
ま
さ
に
生
徒
が
自
己

選
択
・
自
己
決
定
し
て
進
め
る
学
び
で
し
た

が
、
そ
れ
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
は
、
主
体
性

や
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

中
森
　
た
だ
、
自
校
内
で
多
様
な
科
目
を
設

定
す
る
こ
と
が
難
し
い
学
校
が
あ
る
の
も
実

情
で
す
。
そ
こ
で
、
他
校
や
大
学
等
の
授
業

の
履
修
を
卒
業
単
位
に
認
定
し
た
り
、
他
校

と
遠
隔
授
業
を
行
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
少
子
化
が
進
む
中
、

北
海
道
高
等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
．10
〜
12
）の
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
が

遠
隔
授
業
を
行
う
ケ
ー
ス
は
今
後
増
え
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
す
べ
て
の
科
目
を
自
校
内
で
設
定
し

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
外
部
と
協
働
す

福井大学
連合教職大学院　教授、
独立行政法人
教職員支援機構　フェロー

中森一郎  編集部
統括責任者

柏木 崇 なかもり・いちろう　福井県の公立高校に国語科教諭として勤務後、
福井県教育庁課長（学力向上）、福井県立若狭高校校長、福井県教
育庁学校教育監等を歴任。若狭東高校勤務時は、若狭地区の県立高
校再編整備にも携わった。現在、独立行政法人教職員支援機構のフェ
ロー（学び合う教師コミュニティの形成支援）も務める。

社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
、

学
校
が
社
会
と
つ
な
が
り
、

多
様
な
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る

こ
こ
ま
で
、生
徒
の
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
に
様
々
な
工
夫
を
重
ね
て
い
る
５
つ
の
事
例
を
紹
介
し
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
実
践
を
通
じ
て
見
え
る
、日
本
の
高
校
教
育
の
未
来
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。そ
の
未
来
に
向
け
て
、全
国
の
学
校
は

ど
ん
な
視
点
や
考
え
方
、取
り
組
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。高
校
教
師
と
し
て
地
域
連
携
な
ど
を
推
進
し
、定
時
制
課
程
の

教
頭
な
ど
も
務
め
た
福
井
大
学
連
合
教
職
大
学
院
の
中
森
一
郎
教
授
と
、Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
統
括
責
任
者
の
柏
木
崇
が
語
り
合
っ
た
。

本特集を振り返って

外
部
と
協
働
し
て
、

学
び
の
選
択
肢
を
増
や
す

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集
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る
こ
と
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
森
　
一
方
で
、
自
校
の
生
徒
に
合
う
教
育

活
動
は
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
、
そ
の
１
つ

が
、各
校
の
判
断
で
実
施
が
可
能
な「
学
校
設

定
科
目
」
の
設
定
で
す
。
私
は
定
時
制
課
程

の
教
頭
の
時
に
、
生
徒
の
社
会
性
を
高
め
よ

う
と
、対
人
関
係
能
力
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ス
キ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ「
ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ
」

を
学
校
設
定
科
目
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

柏
木
　
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課

程
は
、
単
位
認
定
に
必
須
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

な
ど
と
は
別
に
、
多
様
な
活
動
を
用
意
し
た

「
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
」
を
設
け
、
生
徒
が

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
り
、
社
会
と

の
接
点
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。

中
森
　
そ
れ
は
ま
さ
に
学
校
ら
し
い
、教
育
的

で
、素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
た
だ
、
活
動
は
任
意
参
加
の
た
め
、

生
徒
が
登
校
し
て
こ
な
い
時
の
理
由
が
、
体

調
不
良
な
の
か
、
怠
慢
な
の
か
が
分
か
り
に

く
く
、
生
徒
に
ど
う
声
を
か
け
れ
ば
よ
い
の

か
が
悩
み
だ
と
、
同
校
の
先
生
は
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

中
森
　
活
動
へ
の
参
加
を
生
徒
の
主
体
性
に

委
ね
て
い
る
点
は
、
教
育
的
配
慮
と
し
て
重

要
で
す
。
学
校
が
大
事
に
し
て
い
る
指
標
、

例
え
ば
、
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
行
動
規

範
と
し
て
生
徒
と
共
有
し
、
そ
れ
を
声
か
け

の
規
準
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

柏
木
　
多
様
化
す
る
生
徒
へ
の
対
応
に
お
い

て
は
、
仙
台
大
志
高
校
が
取
り
組
む
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
以
下
、Ｕ
Ｄ
）
の
視
点

で
の
授
業
設
計
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

同
校
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
資
料
の
形
で
ま
と

め
、
異
動
し
て
き
た
教
師
で
も
自
校
の
生
徒

に
合
っ
た
授
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

中
森
　ど
の
よ
う
な
生
徒
も
安
心
し
て
学
び

に
集
中
で
き
る
授
業
設
計
は
、
す
べ
て
の
学

校
が
配
慮
し
た
い
点
の
１
つ
で
す
。本
学
で

も
、Ｕ
Ｄ
の
視
点
で
の
授
業
設
計
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。た
だ
、特
定
の
生
徒
へ
の
配
慮

と
い
っ
た
視
点
だ
け
だ
と
、学
校
全
体
に
広

が
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

授
業
改
善
の
一
環
だ
と
、自
校
の
教
師
に
捉

え
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
生
徒
目
線
で
の
授
業
改
善
に
つ
い

て
、
ほ
か
に
留
意
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
か
。

中
森
　
生
徒
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
学

校
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
生
徒
に
直
接
、

授
業
の
よ
い
点
や
改
善
し
て
ほ
し
い
点
を
聞

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
徒
が
主
語
の
学
校

づ
く
り
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
授
業
改
善
や

学
校
行
事
の
運
営
な
ど
に
生
徒
が
参
画
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
で
は
今
、
自
己
調
整

学
習
な
ど
、
児
童
・
生
徒
が
主
体
的
に
学
び

に
取
り
組
む
授
業
づ
く
り
が
盛
ん
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
数
年
後
に
は
、
授
業
で
主
体

的
に
学
ん
で
き
た
生
徒
が
高
校
に
入
学
し
て

き
ま
す
。
高
校
の
先
生
方
に
は
小
・
中
学
校

の
授
業
を
見
学
し
、
学
び
の
変
化
を
体
感
し

た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
授
業
に
つ
い
て
考
え

を
巡
ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
地
域
連
携
に
よ
っ
て
生
徒
の
学
び
の

機
会
が
広
が
っ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校
（
Ｐ
．22
〜

24
）
は
、
前
校
長
が
自
ら
町
役
場
に
地
域
連

携
を
提
案
し
、
実
現
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

中
森
　多
く
の
市
町
村
は
地
域
の
存
続
が
重

要
な
課
題
で
、生
徒
が
地
域
で
活
動
し
、地
域

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
は
大
歓
迎
で
す
。

生
徒
が
活
躍
す
る
姿
を
地
域
住
民
に
見
て
も

ら
え
れ
ば
、
学
校
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
ま
す
。

校
長
の
裁
量
で
進
め
ら
れ
る
市
町
村
と
の
連

携
は
、
高
校
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
高
校
と
の
連
携
に
価
値
を
見
い
だ
し
て
い

る
企
業
も
多
い
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、若
手

社
員
が
生
徒
の
探
究
学
習
の
支
援
を
通
じ
て

新
た
な
気
づ
き
を
得
た
り
、
生
徒
に
自
社
を

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
将
来
の
人
材
確
保

に
つ
な
が
っ
た
り
し
ま
す
。
高
校
が
企
業
に

協
力
を
お
願
い
す
る
と
い
う
考
え
方
で
は
な

く
、
高
校
と
企
業
が
価
値
の
交
換
を
す
る
わ

け
で
す
。
地
域
の
経
済
同
友
会
や
商
工
会
議

所
な
ど
を
窓
口
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
Ｐ
．19
〜
21
）
で
は
、
市
内
の
高

校
間
の
横
の
連
携
と
、
市
立
小
・
中
学
校
と

の
縦
の
連
携
を
活
用
し
て
、
生
徒
は
地
域
で

学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

中
森
　校
種
間
連
携
は
も
っ
と
広
ま
る
と
よ

い
で
す
ね
。高
校
生
が
小
・
中
学
生
の
教
科
学

習
や
探
究
学
習
を
支
援
す
る
こ
と
は
一
案
で

す
。高
校
生
は
小
・
中
学
生
に
教
え
る
こ
と
で

自
分
の
学
び
が
深
ま
り
ま
す
し
、
小
・
中
学

生
に
と
っ
て
は
高
校
生
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に

な
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
交
流
を
介
し
て
、

教
師
も
学
校
間
・
校
種
間
で
交
流
し
、
先
ほ

ど
重
要
だ
と
お
話
し
し
た
小
・
中
学
校
の
授

生
徒
主
体
の
授
業
改
善
に

必
要
な
視
点
と
は
？

市
町
村
と
の
連
携
が

高
校
の
活
性
化
の
鍵
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すべての生徒の学びの機会を保障するために必要なアクションと管理職の役割図

業
見
学
な
ど
が
行
わ
れ
れ
ば
、
よ
り
多
様
な

視
点
で
の
授
業
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

柏
木
　
生
徒
が
校
外
で
活
動
す
る
こ
と
を
心

配
す
る
教
師
の
声
も
あ
り
ま
す
。

中
森
　
危
機
管
理
は
重
要
で
す
が
、
生
徒
を

学
校
の
管
理
下
に
置
く
と
い
う
考
え
方
で
は

な
く
、
生
徒
が
自
分
で
危
機
管
理
で
き
る
よ

う
、
校
外
活
動
時
の
ル
ー
ル
を
生
徒
と
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
保
護
者
の
同
意
を

得
る
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
と
い
っ

た
ル
ー
ル
を
決
め
た
上
で
、
生
徒
に
活
動
の

自
由
を
保
障
す
る
の
で
す
。
地
域
で
活
動
す

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
と
信
頼
関
係

を
築
い
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
学
校
が
で
き
る
こ
と
は
様
々
あ
る
と

言
え
そ
う
で
す
が
、
管
理
職
の
先
生
方
に
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

中
森
　
教
育
委
員
会
に
い
た
経
験
か
ら
言
う

と
、行
政
は
基
本
的
に
前
例
が
な
い
こ
と
の

是
非
を
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
立
場
に
あ

り
ま
す
。校
長
の
裁
量
で
様
々
な
挑
戦
を
し

て
も
ら
い
、効
果
が
あ
れ
ば
全
県
に
広
め
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。校
長
の
裁
量

は
大
き
く
、大
概
の
こ
と
は
で
き
ま
す
。校
長

が
先
頭
に
立
っ
て
積
極
的
に
挑
戦
す
る
こ
と

と
、挑
戦
す
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
、
互

い
に
学
び
合
う
教
師
集
団
を
築
く
こ
と
が
、

管
理
職
の
役
割
と
し
て
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

柏
木
　
働
き
方
改
革
が
進
む
中
、
研
修
の
時

間
を
確
保
す
る
の
も
難
し
い
よ
う
で
す
。

中
森
　
新
た
に
研
修
を
行
う
と
い
う
よ
り

も
、
教
師
が
互
い
に
日
々
の
実
践
に
つ
い
て

語
り
合
い
な
が
ら
、
価
値
づ
け
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
教
師
一
人
ひ

と
り
が
自
分
が
取
り
組
ん
だ
授
業
改
善
に
つ

い
て
Ａ
４
判
１
枚
に
ま
と
め
、
そ
れ
ら
を
学

校
全
体
で
学
期
末
な
ど
に
共
有
し
て
学
び
合

う
学
校
も
あ
り
ま
す
。
教
師
が
互
い
に
認
め

合
い
、
次
の
挑
戦
を
応
援
す
る
、
そ
ん
な
学

校
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

柏
木
　
学
校
の
変
革
の
実
現
に
は
現
在
の
活

動
を
生
か
す
と
い
う
視
点
が
重
要
で
す
ね
。

最
後
に
、
今
後
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

中
森
先
生
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
森
　
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
学
校
は
、自
校

内
で
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
完
結
さ
せ
る
こ

と
が
基
本
で
し
た
。し
か
し
、学
校
は
社
会
の

シ
ス
テ
ム
の
一
環
に
あ
り
ま
す
。
全
国
の
各

校
に
は
、
地
域
の
他
校
や
小
・
中
学
校
、
自

治
体
、
企
業
な
ど
と
協
働
し
、
あ
る
い
は
地

域
を
超
え
て
日
本
各
地
や
海
外
と
も
つ
な
が

り
な
が
ら
、
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
下
、
生
徒
の
多
様
な
学
び
を
支

え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学びを自己選択・決定できる仕組みの構築
教育課程の弾力的な編成、多様な選択科目の設置、学校
設定科目の活用、自己調整学習の導入等により、生徒が
自分の興味・関心や希望進路、自分に合う学習ペースに
基づいて、必要な学びを自分で選べるようにする。
参考実践▶事例２（P.13 ─15）、 事例３（P.16 ─18）

ＩＣＴを活用した遠隔授業の導入・実践
小規模校に通う生徒が、教師不足のために自校の教師に
よる授業を受けられない科目等を自校にいながら、また、
不登校の生徒や病室等において病気療養中の生徒などが
学校以外の場所で授業を受けられるよう、ＩＣＴを活用
した遠隔授業を導入・実践することで、すべての生徒の
学びの機会を保障する。
参考実践▶事例１（P.10 ─12）、事例３（P.16 ─18）

安心・安全な学びの場づくり
中学校や保護者からの生徒情報の収集及び校内での情報
共有を徹底し、その情報も踏まえながら、ユニバーサル
デザインの視点等も含めた授業設計、生徒の心情に配慮
した声かけ等が行われる授業実践により、どのような生
徒も安心して学べるようにする。
参考実践▶事例２（P.13 ─15）、 事例３（P.16 ─18）

多様な考え・価値観に出合わせる外部連携
探究学習等に取り組む上で必要な教育資源が少ない地域
の高校などに通う生徒でも、高校間・校種間・地域等の
外部と連携し、コーディネーターの仲介や、ＩＣＴを活用
した遠隔教育・授業等も駆使しながら、多様な人と出会
い、多様な考え・価値観に出合えるようにすることで、
生徒の学びを広げ、深める機会を保障する。
参考実践▶事例４（P.19 ─ 21）、 事例５（P.22 ─ 24）

管理職の柔軟なカリキュラム・マネジメント、リーダーシップ、ファシリテーションの下、
上記のようなアクションを取り入れ、実行する

※各事例と本記事を基に編集部で作成。

校
長
の
裁
量
を
最
大
限
生
か
し
て
、

学
び
の
機
会
を
保
障
す
る

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集
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